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二
〇
一
九

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

第
Ⅰ
期

一
〇
月
一
二
日
（
土
）
―
一
〇
月
二
七
日
（
日
）

地
下
の
正
倉
院
展

【

年
号
と
木
簡】

第
Ⅰ
期
展
示
木
簡

第
Ⅱ
期

一
〇
月
二
九
日
（
火
）
―
一
一
月
一
〇
日
（
日
）

第
Ⅲ
期

一
一
月
一
二
日
（
火
）
―
一
一
月
二
四
日
（
日
）

＊
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た

結
果
、
既
報
告
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
展
示
番
号
の
上
部
に
記
し
た
◎
は
国
宝
を
示
し
ま
す
。

年
号
使
用
の
は
じ
ま
り

但
馬
国
か
ら
の
大
豆
の
荷
札

1

（
藤
原
宮
二
九
次
、
Ｓ
Ｄ
１
７
０
出
土
。『
藤
原
宮
木
簡
三
』
一
一
七
三
号
）

(

表)

己
亥
年
十
二
月
二
方
評
波
多
里

(

裏)

大
豆
五
斗
中

長
さ
一
六
〇
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

己
亥
年
（
文
武
天
皇
三
年
・
六
九
九
）
に
、
但
馬
国
か
ら
届
け
ら
れ
た
大

き

が

い

た

じ

ま

豆
の
荷
札
。
二
方
評
波
多
里
は
、
『
和
名

抄

』
の
但
馬
国
二
方
郡
八
太
郷

ふ
た
か
た

は

た

わ
み
ょ
う
し
ょ
う

は

た

に
あ
た
る
（
今
の
兵
庫
県
美
方
郡
新
温
泉
町
付
近
）
。『
延
喜
式
』
に
よ
る
と
、

え
ん
ぎ
し
き

但
馬
国
交
易
雑
物
に
「
醤
大
豆
」
が
み
え
る
（
民
部
式
下

交
易
雑
物
条
）
。

こ
う
え
き
ぞ
う
も
つ

み
ん

ぶ

63

数
量
に
続
く
「
中
」
は
、
「
入
」
と
同
じ
意
味
で
、
大
豆
五
斗
が
俵
の
中
に

納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。

年
紀
は
、
七
世
紀
に
は
十
干

十

二
支
で
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
た
が
、
大

じ
っ
か
ん
じ
ゅ
う

に

し

宝
令
の
規
定
に
よ
り
、年
号
を
用
い
末
尾
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。儀
制
ぎ

せ
い

令
に
「
凡
そ
公
文
に
年
を
記
す
べ
き
は
、
皆
、
年
号
を
用
い
よ
」
と
み
え

お
よ

く

も
ん

（

公
文
条
）
、
こ
の
条
文
に
つ
い
て
、
大
宝
令
の
注
釈
書
「
古
記
」
は
、「
大

く

も

ん

26
宝
と
記
し
て
辛

丑

と
注
さ
ざ
る
の
類
な
り
」
と
す
る
。
年
の
表
し
方
と
書

し
ん
ち
ゅ
う

く
位
置
の
変
更
は
、
出
土
点
数
の
格
段
に
増
え
た
現
在
に
お
い
て
も
、
わ
ず

か
な
例
外
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

石
川
宮
の
別
勅
賜
物
の
送
り
状

4

（
飛
鳥
藤
原
第
一
一
五
次
、
Ｓ
Ｘ
５
０
１
出
土
。

『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
二
』
一
四
六
八
号
）

糸
一
斤

(

表)

о
石
川
宮
出
橡
一
石
布
一
常書

吏
進
大
初
位
下

(

裏)

о
大
寶
二
年
八
月
十
三
日

長
さ(

二
三
〇)

㎜
・
幅
三
四
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

｢

石
川

宮
」
の
家
政
機
関
の
役
人
（
書
吏
）
が
作
成
し
た
文
書
。
下
端

い
し
か
わ
の
み
や

し
ょ

り

を
欠
損
し
て
い
る
。
「
石
川
宮
出
す
…
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
石
川
宮
が
藤
原

宮
内
で
賜
わ
っ
た

橡

・
糸
・
布
を
宮
外
の
邸
宅
に
搬
出
す
る
際
の
送
り

つ
る
ば
み

状
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
律
令
制
下
に
は
、
宮
の
門
の
通
行
、

と
り
わ
け
物
資
の
搬
入
や
搬
出
に
は
、
門
牓
と
呼
ば
れ
る
通
行
許
可
証
を
必

も
ん
ぼ
う

要
と
し
、
中

務

省
、
衛
府
に
属
す
る
門
司
が
通
行
許
可
証
を
チ
ェ
ッ
ク

な
か
つ
か
さ
し
ょ
う

え

ふ

し
て
い
た
（
宮
衛
令

儀
仗
軍
器
条
・

諸
門
出
物
条
）
。
こ
の
規
定
に
は
、

く

え
い

ぎ
じ
ょ
う
ぐ
ん

き

18

25

「
別
勅
に
賜
ふ
物
は
、
こ
の
限
り
に
在
ら
ず
」
と
み
え
、
天
皇
の
特
別
な
勅

に
よ
り
賜
わ
ら
れ
る
も
の
に
は
例
外
規
定
も
あ
る
が
、
門
を
通
る
た
め
の
証

明
そ
の
も
の
は
必
要
な
の
で
、
通
行
許
可
の
木
簡
は
存
在
し
た
ら
し
い
。

書
吏
の
官
位
「
進
大
初
位
下
」
は
、
天
武
天
皇
一
四
年
（
六
八
五
）
の
冠

位
制
か
ら
大
宝
令
の
位
階
制
へ
切
り
替
え
る
際
、
新
旧
の
対
応
関
係
を
示
す
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た
め
の
位
階
表
記
で
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
・
二
年
に
特
有
な
も
の
で
あ

る
。上
端
よ
り
九
㎜
や
や
左
寄
り
の
場
所
に
直
径
約
八
㎜
の
穿
孔
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
、
宮
城
門
の
門
司
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
後
に
二
次
的
に
施
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
孔
を
穿
つ
際
、
木
目
方
向
に
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
。

｢
大
宝
」
は
、
対
馬
か
ら
金
が
貢
納
さ
れ
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
年
号
で
、

文
武
天
皇
五
年
（
七
〇
一
）
三
月
二
一
日
に
定
め
ら
れ
た
。

木
簡
を
よ
む
１
―
石
川
宮
は
誰
か
？

の
「
石
川
宮
」
は
、
奈
良
県
明
日
香
村
の
飛
鳥
池
遺
跡
南
地
区
か
ら
出
土
し

あ

す

か
い
け

4
た
七
世
紀
後
半
の
木
簡
に
も
み
ら
れ
（
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
一
』
六
七
号
）
、
同
じ

水
溜
遺
構
か
ら
「
石
河
宮
」
と
記
し
た
墨
書
土
器
（
土
師
器
鍋
）
も
出
土
し
て
い

る
。

に
み
え
る
「
書
吏
」
に
は
大
少
の
区
別
が
な
い
の
で
、
大
宝
二
年
（
七
〇

4

二
）
段
階
の
石
川
宮
の
主
人
は
、
三
品
・
四
品
の
親
王
も
し
く
は
内
親
王
、
あ
る

い
は
三
位
の
諸
王
・
諸
臣
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
類
例
か
ら
み
て
親
王
・
内

親
王
の
場
合
は
「
某
皇
子
宮
」
「
某
親
王
宮
」
な
ど
と
記
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
可

能
性
は
低
い
。
諸
王
の
場
合
、
奈
良
時
代
に
は
長
屋
王
、
市
原
王
の
敬
称
や
居

な
が
や
お
う

い
ち
は
ら
お
う

所
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
長
屋
宮
、
市
原
宮
と
記
し
た
事
例
が
あ
り
、
吉
備
大

宰

き

び

の
お
お
み
こ
と
も
ち

を
務
め
た
石
川
王
も
候
補
と
な
る
が
、
天
武
天
皇
八
年
（
六
七
九
）
に
任
地
で
没

し
て
お
り
、
候
補
か
ら
は
ず
れ
る
。
こ
の
人
物
の
ほ
か
、
同
時
代
に
生
き
た
石
川

王
は
知
ら
れ
な
い
。
加
え
て
、
石
川
は
蘇
我
馬
子
の
石
川
宅
、
蘇
我

倉

山
田

そ

が

の

う

ま

こ

そ

が

の

く
ら
の
や
ま
だ
の

石
川
麻
呂
な
ど
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
蘇
我
氏
と
の
結
び
つ
き
も
強
い
土
地
で

い
し
か
わ

ま

ろ

あ
る
。

こ
う
し
た
事
例
を
ふ
ま
え
、
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
正
月
壬
寅

し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

じ
ん
い
ん

（
一
六
日
）
条
に
み
え
る
「
石
川
夫
人
」
を
、
御
名
部
内
親
王
（
高
市
皇
子
の
妻
）

み

な

べ

た

け

ち

と
阿
閇
内
親
王
（
の
ち
の
元
明
天
皇
）
の
母
で
、
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
女
石

あ

へ

川

姪

娘

と
断
じ
、
夫
人
は
後

宮
職
員
令
に
よ
れ
ば
三
位
に
あ
た
り
、
石
川

め
い
の
い
ら
つ
め

こ
う
き
ゅ
う
し
き
い
ん

姪
娘
は
二
年
前
の
大
宝
二
年
に
も
三
位
夫
人
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

石
川
宮
の
主
人
を
、
石
川
姪
娘
と
推
定
す
る
見
解
が
あ
る
（
竹
内
亮
「
石
川
宮
考
」

舘
野
和
己
編
『
日
本
古
代
の
み
や
こ
を
探
る
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。

祥
瑞
と
年
号

役
人
の
履
歴
書
風
の
木
簡

7

（
三
三
七
次
、
第
一
次
大
極
殿
院
整
地
土
出
土
。『
平
城
宮
木
簡
七
』

一
一
二
八
五
号
。
以
下
、
宮
七
―
一
一
二
八
五
の
よ
う
に
略
す
）

〔
入
ヵ
〕

癸
卯
年
太
寶
三
年
正
月
宮
内
省

四
年

年
慶
雲
三
年
丁
未
年
慶
雲
肆
年
孝
服

長
さ(

二
七
四)

㎜
・
幅
三
〇
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
九
型
式

役
人
の
履
歴
書
風
の
内
容
を
記
し
た
珍
し
い
木
簡
。
あ
る
下
級
役
人
が

｢

癸
卯
年
」
＝
「
太
（
大
）
宝
三
年
」
（
七
〇
三
）
に
宮
内
省
に
勤
め
始
め

き

ぼ

う

く
な
い
し
ょ
う

て
か
ら
、「
丁
未
年
」
＝
「
慶
雲
肆
（
四
）
年
」（
七
〇
七
）
に
「
孝
服
」（
親

て

い

び

こ
う
ぶ
く

の
喪
）
に
よ
り
一
時
辞
職
す
る
ま
で
の
経
歴
が
書
か
れ
て
い
る
。
「
孝
服
」

の
下
に
文
字
は
な
く
、
ま
た
裏
面
も
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

記
載
す
べ
き
履
歴
は
元
々
こ
こ
ま
で
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
律

令
で
は
、

り
つ
り
ょ
う

父
母
を
亡
く
し
た
と
き
は
一
年
間
の
喪
に
服
し
、
官
人
は
一
度
職
を
辞
さ

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（
喪
葬
令

服
紀
条
・
仮
寧
令

そ
う
そ
う

ぶ

っ

き

け
に
ょ
う

17

3

職
事
官
条
）。

し
き
じ
か
ん

｢

癸
卯
年
」
や
「
丁
未
年
」
は
、
干
支
年
と
呼
ば
れ
る
年
の
表
し
方
で
あ

か

ん

し

る
。
干
支
と
は
、
十
干
（
甲
乙
丙
丁
戊
己
庚
辛
壬
癸
）
と
十
二
支
（
子
丑

じ
っ
か
ん

じ
ゅ
う
に

し

寅
卯
辰
巳
午
未
申
酉
戌
亥
）
を
組
み
合
わ
せ
て
六
〇
通
り
の
パ
タ
ー
ン
を

作
り
だ
す
も
の
で
、
こ
れ
を
順
番
に
当
て
は
め
て
、
日
に
ち
や
年
を
表
す

の
に
用
い
る
（
年
の
場
合
、
こ
の
干
支
が
一
巡
す
る
こ
と
を
「
還
暦
」
と

い
う
）。の

場
合
、
干
支
と
年
号
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
七
世
紀

7
に
も
「
大
化
」
「
白
雉
」
「
朱

鳥
」
な
ど
の
年
号
が
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る

た

い

か

は

く

ち

し
ゅ
ち
ょ
う

が
、
そ
の
使
用
期
間
や
地
域
は
限
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
八
世
紀

最
初
の
年
で
あ
る
七
〇
一
年
に
年
号
「
大
宝
」
が
定
め
ら
れ
、
以
来
今
日

の
「
令
和
」
ま
で
、
一
度
も
途
切
れ
ず
使
用
さ
れ
続
け
て
き
て
い
る
。
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な
お
、

に
見
え
る
よ
う
な
干
支
年
と
年
号
の
併
記
か
ら
は
、
使
い
慣

7

れ
た
干
支
年
表
記
の
方
が
わ
か
り
や
す
く
、
年
号
で
書
い
て
も
す
ぐ
に
は

ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
役
人
た
ち
の
意
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
年
の
記
載
方
法
を
干
支
年
か
ら
年
号
に
改
め
た
直
後
の
過
渡
的
な
様

子
を
鮮
や
か
に
伝
え
る
記
載
と
い
え
よ
う
。

｢

慶
雲
」
は
、
藤
原
宮
の
西
楼
の
上
に
現
れ
た
雲
に
ち
な
ん
だ
年
号
で
、

大
宝
四
年
（
七
〇
四
）
五
月
一
〇
日
に
改
元
し
た
。

越
前
国
か
ら
の
米
の
荷
札

10

（
九
二
次
、
Ｓ
Ｄ
３
８
２
５
Ａ
出
土
。
宮
七
―
一
二
七
五
二
）

ν

(

表)

越
前
国
登
能
郡
翼
倚

(

裏)

庸
米
六
斗

和
銅
六
年長

さ(

一
〇
三)

㎜
・
幅
二
三
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
九
型
式

越
前
国
能
登
郡
翼
倚
（
里
）
は
、
『
和
名
抄
』
の
能
登
国
能
登
郡
与
木
郷

え
ち
ぜ
ん

の

と

よ

き

よ

き

に
あ
た
る
。
今
の
石
川
県
羽
咋
市
東
部
か
ら
鹿
島
町
西
部
に
相
当
す
る
地
域

で
あ
る
。
羽
咋
・
能
登
・
鳳
至
・
珠
洲
の
四
郡
か
ら
な
る
能
登
国
は
、
養
老

は

く

い

ふ

げ

し

す

す

二
年
（
七
一
八
）
に
分
立
す
る
ま
で
越
前
国
の
一
部
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
天

平
一
三
年
（
七
四
一
）
に
今
度
は
越

中
国
に
併
合
、
天
平
宝
字
元
年
（
七

え
っ
ち
ゅ
う

て
ん
ぴ
ょ
う
ほ
う
じ

五
七
）
に
再
び
能
登
国
と
し
て
分
立
し
た
。

庸
米
は
、
庸
と
し
て
貢
進
さ
れ
た
米
。
衛
士
・
仕
丁
・
采
女
や
役
民
の

よ
う
ま
い

え

じ

じ
ち
ょ
う

う

ね

め

え
き
み
ん

食
料
に
充
て
ら
れ
た
。
貢
進
量
は
正
丁
一
人
あ
た
り
三
斗
（
今
の
一
斗
三

せ
い
て
い

升
五
合
。
約
二
〇
㎏
）
。
六
斗
で
梱
包
さ
れ
た
の
は
、
一
人
一
日
あ
た
り
の

食
料
が
二
升
で
、
そ
の
一
ヶ
月
（
三
〇
日
＝
旧
暦
の
大
の
月
）
分
の
食
料
に

ま
と
め
る
た
め
で
あ
る
。
庸
米
に
は
、
ほ
か
に
五
斗
八
升
の
梱
包
の
例
も
あ

る
。
こ
れ
は
、
小
の
月
（
二
九
日
）
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
大
の
月
、
小
の
月
の
一
人
分
の
食
料
に
充
て
る
の
に
便
利

な
よ
う
に
、
あ
ら
か
じ
め
二
種
類
の
梱
包
形
態
を
設
定
し
て
納
め
さ
せ
た
の

で
あ
る
。

｢

能
」
の
右
側
の
記
号
は
転
倒
符
。「
能
登｣

と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
「
登
」

て
ん
と
う
ふ

を
先
に
書
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、
語
順
を
逆
転
さ
せ
て
読
む
べ
き
こ
と
を
指

示
し
て
い
る
。

は
日
本
に
お
け
る
転
倒
符
使
用
の
ご
く
早
い
事
例
の
一
つ
。

10

和
銅
六
年
は
七
一
三
年
。
「
和
銅
」
は
、
武
蔵
国
か
ら
銅
が
献
上
さ
れ
た

こ
と
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
年
号
で
、
慶
雲
五
年
（
七
〇
八
）
正
月
一

一
日
に
改
元
し
た
。

◎

筑
後
国
か
ら
の
ア
ユ
の
荷
札

13

（
二
二
次
北
、
Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
出
土
。
宮
二
―
二
二
八
八
）

〔
上
ヵ
〕

(

表)

筑
後
国
生
葉
郡
煮
塩
年
魚
伍
斗

(

裏)

霊
亀
二
年

長
さ
一
六
九
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
一
型
式

筑
後
国
生
葉
郡
（
今
の
福
岡
県
う
き
は
市
付
近
）
か
ら
の
「
煮

塩

年
魚
」

ち
く

ご

い
く

は

に

し
お
の

あ

ゆ

(

塩
で
煮
て
加
工
し
た
ア
ユ
）
の
荷
札
。
霊
亀
二
年
は
七
一
六
年
。「
霊
亀
」

は
、
左
京
の
人
高
田
久
比
麻
呂
が
献
上
し
た
瑞
亀
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら

た
か
だ
の

く

ひ

ま

ろ

ず
い

き

れ
た
年
号
で
、
和
銅
八
年
（
七
一
五
）
九
月
二
日
、
元

正

天
皇
の
即
位
当

げ
ん
し
ょ
う

日
に
改
元
し
た
。
材
は
、
西
海
道
諸
国
の
荷
札
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
広
葉

さ
い
か
い
ど
う

樹
。
墨
痕
が
薄
く
や
や
読
み
に
く
い
が
、
特
に
表
面
の
文
字
は
美
し
く
整
っ

た
楷
書
で
あ
る
。
税
目
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
贄
と
み
る
に
相
応
し
い
典
型

に
え

的
な
国
衙
用
書
風
で
あ
る
。

西
海
道
諸
国
（
今
の
九
州
地
方
）
の
調
庸
は
大
宰
府
に
一
括
し
て
納
め
ら

だ

ざ
い

ふ

れ
た
。
一
部
が
平
城
京
に
搬
送
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の

荷
札
に
は
、

の
よ
う
に
広
葉
樹
を
用
い
た
も
の
が
多
い
（
宮
一
―
二
八
三
、

13

二
九
四
な
ど
）
。
し
か
し
、
大
宰
府
跡
か
ら
出
土
す
る
（
＝
管
内
の
西
海
道

諸
国
か
ら
大
宰
府
に
送
ら
れ
た
）
荷
札
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ
で

あ
る
と
い
う
。
そ
う
す
る
と
、
都
に
進
上
す
る
木
簡
の
み
、
大
宰
府
で
あ
え

て
広
葉
樹
を
選
ん
で
製
作
し
、
付
け
替
え
て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。
そ



( 4 )

の
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
可
能
性
の
一
つ
と
し
て
、
楷
書
の
文
字
を
細

か
く
端
正
に
記
す
た
め
に
木
質
の
堅
い
広
葉
樹
が
好
ま
れ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

表
面
に
記
さ
れ
る
貢
納
量
に
使
わ
れ
て
い
る
「
伍
」
（
＝
五
）
は
、
大
字

ご

だ
い

じ

と
呼
ば
れ
る
も
の
。
主
に
正
式
な
公
文
書
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
画
数
の
多
い

漢
数
字
（
壹
、
貳
、
参
、
肆
、
伍
、
陸
、
域
、
捌
、
玖
、
拾

、
佰

、
仟
、
萬

い
ち

に

さ
ん

し

ろ
く

し
ち

は
ち

く

じ
ゅ
う

ひ
ゃ
く

せ
ん

ま
ん

な
ど
）
で
、
荷
札
の
記
載
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
表
面

の
一
番
下
の
「
上
」
は
、
煮
塩
年
魚
の
品
質
を
示
す
も
の
か
。
上
端
の
切
り

込
み
は
左
右
と
も
き
れ
い
な
三
角
形
で
、
四
周
の
削
り
も
丁
寧
。
書
風
と
と

も
に
、
優
美
な
た
た
ず
ま
い
の
木
簡
で
あ
る
。

た
だ
、
若
干
気
に
な
る
点
が
な
い
で
も
な
い
。
裏
面
の
年
紀
の
記
載
で
あ

る
。
記
載
位
置
が
下
端
に
寄
っ
て
い
る
の
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。
ま
た
、

文
字
も
大
振
り
で
、
表
面
の
端
正
な
記
載
と
は
書
風
を
や
や
異
に
す
る
。
い

ず
れ
か
の
段
階
で
追
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
、
一
応
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。

千
字
文
な
ど
を
習
書
し
た
木
簡

16

（
薬
師
寺
境
内
、
Ｓ
Ｅ
０
３
７
出
土
。『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
二
、
一
九
頁
上
段
。
以
下
、
城
一
二
―
一
九
上
の
よ
う
に
略
す
）

(

表)

池
池
天
地
玄
黄

宇
宙
洪
荒
日
月

霊
亀
二
年
三
月

(

裏)

道
是
道
是

為
子
子
是
是

長
さ
一
二
一
㎜
・
幅
六
四
㎜
・
厚
さ
一
一
㎜

〇
一
一
型
式

同
じ
文
字
が
繰
り
返
し
書
か
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
字
を

練
習
し
た
（
習

書
）
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
「
霊
亀
二

し
ゅ
う
し
ょ

年
三
月
」
（
霊
亀
二
年
は
七
一
六
年
）
の
よ
う
に
、
意
味
の
ま
と
ま
り
の
あ

る
語
句
を
記
し
た
部
分
や
、
文
字
を
学
ぶ
初
歩
の
教
科
書
や
習
字
の
手
本
と

し
て
利
用
さ
れ
た
『
千
字
文
』
の
文
章
が
記
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。

せ
ん
じ
も
ん

『
千
字
文
』
は
、

梁

の
武
帝
の
命
に
よ
り
、

周

興
嗣
（
五
二
一
年
没
）

り
ょ
う

し
ゅ
う
こ

う

し

が
作
っ
た
も
の
と
い
い
、
四
字
句
の
韻
文
で
綴
ら
れ
た
千
個
の
異
な
る
文
字

か
ら
な
る
。『
古
事
記
』
に
よ
る
と
、
日
本
へ
は
応
神
天
皇
の
頃
に
『
論
語
』

と
と
も
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
木
簡
に
練
習
さ
れ
る
典
籍
で
圧
倒

的
に
多
い
の
が
『
論
語
』
と
『
千
字
文
』
で
あ
る
こ
と
と
も
照
応
し
て
い
る
。

具
体
的
に
『
千
字
文
』
と
の
関
係
を
み
る
と
、「
天
地
玄
黄
、
宇
宙
洪
荒
」

は
、
『
千
字
文
』
の
本
文
冒
頭
の
第
一
・
二
句
で
あ
り
、
「
日
月
」
も
第
三
句

の
「
日
月
盈
昃
」
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
の
「
池
」
は
千
字
文
の
第
一
五

句
に
現
れ
る
文
字
だ
が
、
「
天
地
」
の
「
地
」
の
偏
を
替
え
た
文
字
と
し
て

登
場
す
る
と
み
る
の
が
無
難
だ
ろ
う
。
「
是
」
「
為
」
「
子
」
「
道
」
も
そ
れ

ぞ
れ
千
字
文
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
だ
が
、
使
用
箇
所
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、

こ
の
木
簡
に
習
書
さ
れ
た
意
図
は
明
瞭
で
は
な
い
。
習
書
木
簡
に
年
紀
を
書

く
の
は
珍
し
く
、
千
字
文
の
習
書
と
と
も
に
、
活
発
な
事
務
処
理
作
業
の
存

在
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
で
あ
る
。

平
城
京
の
薬
師
寺
の
創
建
は
、『
薬
師
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
養
老
二
年
（
七

一
八
）
の
藤
原
京
か
ら
の
移
建
に
よ
る
と
さ
れ
る
。

と
同
じ
井
戸
か
ら
は
、

16

｢

霊
亀
二
年
」
と
書
か
れ
た
木
簡
が
他
に
二
点
出
土
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

｢

霊
」
の
墨
書
と
亀
を
描
き
、「
霊
亀
」
を
示
す
と
み
ら
れ
る
木
簡
も
あ
る
（
Ⅲ

期
展
示

）
。
こ
れ
ら
の
木
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
、
平
城
京
に
お
け
る
薬
師

18

寺
の
造
営
が
、
養
老
二
年
よ
り
も
前
に
遡
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

肥
後
国
の
兵
士
歴
名
帳
の
軸

19

（
一
五
五
次
、
Ｓ
Ｄ
１
１
６
４
０
出
土
。
宮
六
―
九
八
八
四
）

(

木
口)
肥
後
国
第
三
益
城
軍
団
養
老
七
年
兵
士
歴
名
帳

(

木
口)

肥
後
国
第
三
益
城
軍
団
養
七
年
兵
士
歴
名
帳

長
さ
三
二
〇
㎜
・
径
二
二
㎜

〇
六
一
型
式
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断
面
円
形
に
精
巧
に
加
工
さ
れ
た
完
形
の
棒
軸
。
中
央
部
が
や
や
細
く
心

持
ち
撥
型
を
呈
す
る
。
両
木
口
の
外
周
に
沿
っ
て
、
軸
に
巻
か
れ
て
い
た
文

ば
ち

こ

ぐ

ち

書
名
を
時
計
廻
り
に
記
す
。
文
字
は
き
わ
め
て
小
さ
く
、
丁
寧
な
楷
書
で
あ

る
。
本
来
は
両
端
と
も
同
文
を
書
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
一
端
は

｢
養
老
七
年
」
の
「
老
」
を
書
き
落
と
し
て
い
る
。
養
老
七
年
は
七
二
三
年
。

｢

養
老
」
は
、
元
正
天
皇
が
行
幸
し
た
美
濃
国
多
度
山
の
美
泉
に
ち
な
ん
だ

み

の

た

ど

年
号
で
、
霊
亀
三
年
（
七
一
七
）
一
一
月
一
七
日
に
改
元
し
た
。

｢

肥
後
国
第
三
益
城
軍
団
」
は
、
肥
後
国
の
第
三
番
目
の
軍
団
で
あ
る
益
城

ひ

ご

ま
し

き

軍
団
の
意
か
。
肥
後
国
に
は
益
城
郡
が
あ
り
、
お
お
よ
そ
今
の
上
益
城
郡
・

下
益
城
郡
に
相
当
す
る
。
「
歴

名

帳
」
は
、
人
名
を
列
記
し
た
帳
簿
。
つ

れ
き
み
ょ
う

ま
り
こ
の
軸
に
巻
か
れ
て
い
た
の
は
、
養
老
七
年
時
点
で
益
城
軍
団
に
所
属

し
て
い
た
兵
士
の
名
簿
で
あ
る
。
養
老
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
諸
国
は
こ
の

よ
う
な
兵
士
の
名
簿
を
毎
年
作
成
し
、

兵

部

省

に
提
出
す
る
決
ま
り
で

ひ
ょ
う

ぶ

し
ょ
う

あ
っ
た
（
軍
防
令

兵
士
以
上
条
）。

14

参
河
国
か
ら
の
塩
の
荷
札

22

（
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
４
９
５
１
出
土
。
宮
三
―
二
八
九
二
）

〔
壁

松
ヵ
〕
海
部
麻
呂
養
老
四
年
庸
塩
一
斗
五
升

郡
大

郷

里

｢
｣

長
さ
三
五
五
㎜
・
幅(

二
四)

㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
三
二
型
式

大
壁
郷
か
ら
庸
と
し
て
届
け
ら
れ
た
塩
の
荷
札
。
下
部
右
端
に
養
老
四

お
お
か
べ

年
の
年
紀
が
あ
る
。
養
老
四
年
は
七
二
〇
年
。
左
は
割
れ
て
欠
損
。
表
は｢

郡｣

字
の
上
お
よ
び｢

郡｣

字
か
ら｢

里｣

字
ま
で
の
左
半
、｢

呂｣
｢

年｣
｢

庸
塩｣

字
の

一
部
が
削
ら
れ
る
。
『
和
名

抄

』
か
ら
、
参
河
国
渥
美
郡
大
壁
郷
（
今
の

わ
み
ょ
う
し
ょ
う

み

か
わ

あ
つ

み

愛
知
県
田
原
市
付
近
）
と
考
え
ら
れ
る
。
二
条
大
路
木
簡
に
参
河
国
渥
美
郡

大
壁
郷
松
間
里
の
調
塩
の
荷
札
が
あ
り
（
城
二
四
―
二
四
上
）
、
コ
ザ
ト
名

は
松
間
里
の
可
能
性
が
あ
る
。
『
延
喜
式
』
で
参
河
国
は
庸
塩
輸
納
国
で
あ

り
（
主
計
式
上

参
河
国
条
）
、
ま
た
東
海
地
方
の
塩
荷
札
木
簡
は
比
較
的

17

大
型
で
、
〇
三
二
型
式
で
あ
る
こ
と
と
も
合
致
す
る
。

庸
の
訓
は
「
チ
カ
ラ
シ
ロ
」
で
あ
り
、
歳
役
労
働
の
代
わ
り
に
物
品
を
納

め
る
こ
と
が
原
型
。
庸
塩
の
負
担
量
は
、
神
亀
六
年
（
七
二
九
）
志
摩
国
輸

庸
帳
（
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）
』
一
巻
三
八
五
頁
）
や
『
延
喜
式
』
（
主

計
寮
上

諸
国
庸
条
）
に
よ
れ
ば
正
丁
一
人
一
斗
五
升
で
、
ま
た
木
簡
の
実

3

例
に
も
、
備
前
国
児
島
郡
か
ら
二
人
分
を
合
成
し
て
庸
塩
三
斗
を
貢
納
し
て

び

ぜ
ん

こ

じ
ま

い
る
例
が
あ
り
（
城
四
四
―
一
〇
下(

一
〇)

）
、
一
人
あ
た
り
は
一
斗
五
升

と
な
る
。
こ
の
一
斗
五
升
と
い
う
量
目
は
、

と
一
致
す
る
。

22

続
労
銭
の
付
札

25

（
三
二
次
補
、
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
出
土
。
宮
六
―
九
〇
六
四
）

(

表)

益
田
君
倭
麻
呂
続
労
銭

〔
五
ヵ
〕

(

裏)

神
亀
五
年

月
廿
七
日

長
さ
一
四
四
㎜
・
幅
一
五
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
三
型
式

益
田
君

倭

麻
呂
の

続

労
銭
の
付
札
。
官
職
や
位
階
が
書
か
れ
て
お
ら

ま
す
だ
の
き
み
や
ま
と

ま

ろ

し
ょ
く
ろ
う
せ
ん

ず
、
出
仕
し
た
ば
か
り
の
者
で
あ
ろ
う
か
。
続
労
銭
は
、
資
銭
と
も
い
い
、

し

せ
ん

定
員
オ
ー
バ
ー
で
官
職
に
就
け
な
か
っ
た
六
位
以
下
の
役
人
や
位
子
（
六

い

し

位
か
ら
八
位
ま
で
の
役
人
の

嫡

子
）
な
ど
が
納
め
る
銭
の
こ
と
。
こ
れ
に

ち
ゃ
く

し

よ
り
位
階
昇
進
判
定
の
対
象
と
な
る
資
格
（
「
考
」
）
を
つ
な
げ
る
こ
と
が

こ
う

で
き
る
、
文
字
通
り
「
労
」
を
「
続
」
ぐ
た
め
の
「
銭
」
で
あ
る
。
こ
の

つ

木
簡
に
は
額
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
五
〇
〇
文
が
定
額
だ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
木
簡
に
は
続
労
銭
の
木
簡
に
多
く
見
ら
れ
る
式
部
省
が
検
収
し
た
こ

と
を
示
す
追
記
が
残
ら
な
い
。
神
亀
五
年
は
七
二
八
年
。
「
神
亀
」
は
、
左

じ
ん

き

京
の
人
が
捕
獲
し
た
白
亀
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
年
号
で
、
養
老
八

年
（
七
二
四
）
二
月
四
日
、

聖

武
天
皇
の
即
位
当
日
に
改
元
し
た
。

し
ょ
う

む

や
や
小
振
り
だ
が
、
非
常
に
丁
寧
な
作
り
が
目
を
引
く
。
切
り
込
み
の

加
工
も
四
周
の
削
り
も
き
っ
ち
り
と
仕
上
げ
ら
れ
、
上
下
両
端
は
山
形
に

整
形
さ
れ
て
い
る
が
、
形
に
実
用
上
の
意
味
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
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◎

隠
伎
国
？
か
ら
の
ワ
カ
メ
の
荷
札

28

（
二
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
０
２
出
土
。
宮
二
―
二
〇
八
一
）

周
岐
里
海
部
神
亀
五
年

調
海
藻
六
斤

長
さ(

九
八)

㎜
・
幅
二
九
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
三
九
型
式

周
岐
里
か
ら
の
調
の
ワ
カ
メ
の
荷
札
木
簡
。
下
端
原
形
、
上
半
折
損
。
周

す

き

岐
里
は
不
詳
で
あ
る
が
、
木
簡
の
書
式
や
形
状
等
か
ら
、
隠
伎
国
の
可
能
性

お

き

が
高
い
。
あ
る
い
は
周
吉
郡
内
の
コ
ザ
ト
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、『
和
名
抄
』

に
周
吉
郷
は
み
え
ず
、「
周
吉
」
を
冠
す
る
サ
ト
の
存
在
も
確
認
で
き
な
い
。

ま
た
、
周
吉
郡
の
木
簡
の
人
名
に
海
部
は
見
当
た
ら
な
い
。
神
亀
五
年
は
七

二
八
年
。

海
藻
は
メ
と
読
み
、
現
在
の
ワ
カ
メ
を
指
す
。
調
の
海
藻
は
基
本
的
に
六

斤
で
あ
る
。
な
お
、
隠
伎
国
の
荷
札
木
簡
は
、
年
紀
を
記
す
こ
と
が
比
較
的

多
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

ク
ラ
に
関
わ
る
物
品
？
の
付
札

31

（
二
〇
四
次
、
Ｓ
Ｄ
５
３
０
０
出
土
。『
平
城
京
木
簡
三
』
四
九
八
六
号
）

天
平
八
年
八
月
廿
二
日

蔵
参
拾
肆

栗
前
男
龍

長
さ
六
九
㎜
・
幅
一
六
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
二
型
式

小
型
の
付
札
。
丁
寧
な
加
工
で
文
字
も
端
正
。
割
書
の
右
行
に
年
紀
が
記

さ
れ
る
。
天

平

八
年
は
七
三
六
年
。
「
天
平
」
は
、
背
中
に
「
天
王
貴
平

て
ん
ぴ
ょ
う

知
百
年
」
の
文
が
あ
る
亀
を
左

京

職
が
献
上
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
名
付

さ

き
ょ
う
し
き

け
ら
れ
た
年
号
で
、
神
亀
六
年
（
七
二
九
）
八
月
五
日
に
改
元
し
た
。

じ
ん

き

冒
頭
に
「
蔵
」
と
あ
る
が
、
建
物
に
括
り
付
け
た
と
は
考
え
が
た
い
か
ら
、

蔵
に
関
わ
る
何
ら
か
の
物
品
に
括
り
付
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
木
簡
の
大

き
さ
か
ら
み
て
小
型
の
物
品
で
、
数
字
を
大
字
（

を
参
照
）
で
記
す
こ
と
、

13

責
任
者
と
み
ら
れ
る
人
名
（
栗

前

男
龍
）
を
記
す
こ
と
か
ら
は
、
貴
重
品

く
り
く
ま
の

お

た
つ

と
予
想
さ
れ
る
。

同
じ
二
条
大
路
木
簡
の
中
に
は
、

と
同
じ
書
式
で
、
大
き
さ
も
よ
く
似

31

た
木
簡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
日
付
は
同
じ
天
平
八
年
八
月
二
二
日
、
人
名

も
同
じ
栗
前
男
龍
で
、
冒
頭
に
は
「
匙
参
拾
壱
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
城
三

さ
じ

一
―
二
一
上
）
。
匙
は
一
般
に
海
老
錠
を
開
け
る
た
め
の
牡
鍵
を
い
い
、
こ

お
す
か
ぎ

の
場
合
は
カ
ギ
の
付
札
（
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）
と
み
て
も
矛
盾
は
な
さ
そ
う
で

あ
る
。

も
蔵
の
カ
ギ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

31

壱
か
ら
の
通
し
番
号
が
つ
い
た
同
様
の
付
札
が
存
在
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
物

品
に
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
栗
前
男
龍
が
管
理
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

◎

越
前
国
か
ら
の
銭
の
荷
札

34

（
二
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
２
１
０
２
出
土
。
宮
二
―
二
〇
七
九
）

(

表)

越
前
国
大
野
郡
調
銭

(

裏)

貫

天
平
元
十
月
廿
一
日

長
さ
七
二
㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
二
型
式

越
前
国
大
野
郡
（
今
の
福
井
県
東
部
）
か
ら
調
と
し
て
納
め
ら
れ
た
銭

え
ち
ぜ
ん

お
お

の

の
荷
札
。
裏
面
に
年
紀
が
あ
る
が
、
天

平

元
年
（
七
二
九
）
の
「
年
」
が

て
ん
ぴ
ょ
う

抜
け
て
い
る
。
意
図
的
に
省
略
し
た
と
す
れ
ば
興
味
深
い
が
、
単
に
書
き
落

と
し
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
裏
面
冒
頭
の
文
字
は
、
左
の
方
に
横
画
が
少

し
見
え
る
の
み
だ
が
、
文
字
が
書
け
る
ス
ペ
ー
ス
及
び
類
例
か
ら
み
て
、
一

貫
（
＝
銭
一
千
枚
）
で
あ
ろ
う
。
同
じ
遺
構
か
ら
は
、
同
じ
天
平
元
年
の
年

紀
を
も
つ
、
播
磨
国
佐
用
郡
（
今
の
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
の
中
南
部
）
の

は
り

ま

さ

よ

調
銭
一
貫
の
荷
札
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

調
の
銭
納
は
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
一
二
月
に
始
ま
り
（
『

続

日
本
紀
』

わ

ど
う

し
ょ
く

に

ほ
ん

ぎ

同
月
辛
丑
〈
七
日
〉
条
）
、
貢
納
地
域
は
当
初
、
京
と
畿
内
諸
国
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
の
ち
養
老
六
年
（
七
二
二
）
九
月
に
畿
内
周
辺
国
に
拡
大
さ
れ

よ
う
ろ
う
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て
お
り
（
『
続
日
本
紀
』
同
月
庚
寅
〈
二
二
日
〉
条
）
、
越
前
は
播
磨
と
と
も

に
、
こ
の
と
き
拡
大
さ
れ
た
国
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
後
い
つ
ま
で
調

銭
を
貢
納
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
九
世
紀
に
は
調
銭
貢

納
国
は
ほ
ぼ
京
・
畿
内
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、『
延
喜
式
』（
主
計
寮
上

諸
国
調
庸
条
）
で
は
越
前
国
の
調
の
品
目
に
銭
は
見
え
な
い
。

3

四
文
字
の
年
号

杭
材
を
採
る
仕
事
の
割
り
当
て
を
記
し
た
木
簡

37

（
二
二
次
南
、
Ｓ
Ｄ
３
１
１
３
出
土
。
宮
二
―
二
八
四
三
）

〔
万
呂
ヵ
〕

薪

逃

(

表)

男

万
呂

刀
佩

逃

薪

病

病
二
人

黒
金

犬
万
呂

良
否
万
呂

稲
人

一

已
上
二
人
菅
原

薪

盛

内
舎

見
十
三
人

五
百
嶋

少
咋

奴
飯
万
呂

殿
万
呂

(

裏)

原
採
杭
材
遣

盛
一
束

天
平
勝
寶
八
歳
十
一
月
九
日
上
野
豊
浜

長
さ(

三
二
八)

㎜
・
幅(

三
三)

㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
九
型
式

上
下
両
端
及
び
右
辺
は
欠
損
。
左
辺
は
上
部
が
割
れ
る
が
下
部
は
原
形
を

と
ど
め
る
。
某
原
で
杭
材
を
採
る
仕
事
の
割
り
当
て
を
記
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
裏
面
に
天

平

勝

宝
八
歳
（
七
五
六
）
の
年
紀
が
記
さ
れ
る
。
「
天
平

て
ん
ぴ
ょ
う
し
ょ
う
ほ
う

勝
宝
」
は
、
天

平

感
宝
元
年
（
七
四
九
）
七
月
二
日
、
孝
謙
天
皇
の
即
位

て
ん
ぴ
ょ
う
か
ん
ぽ
う

こ
う
け
ん

に
伴
っ
て
改
元
さ
れ
た
。
「
年
」
で
は
な
く
「
歳
」
と
記
す
の
は
、
天
平
勝

宝
七
年
正
月
四
日
の
勅
に
よ
る
も
の
で
、
唐
の
影
響
と
さ
れ
る
。
「
歳
」
の

表
記
は
、
天
平
勝
宝
九
歳
八
月
一
八
日
に
天

平

宝
字
と
改
元
さ
れ
る
ま
で

て
ん
ぴ
ょ
う
ほ
う

じ

続
い
た
。

年
紀
が
本
来
の
木
簡
の
幅
の
ほ
ぼ
中
央
に
記
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る

と
、
右
辺
の
欠
損
は
わ
ず
か
で
、
表
面
は
一
段
に
つ
き
三
人
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
冒
頭
の
「
病
二
人
」
と
「
見
十
三
人
」
を

足
す
と
計
一
五
人
で
、
現
状
で
確
認
で
き
る
一
一
名
の
ほ
か
、
四
段
目
の
稲

人
の
右
の
欠
損
部
に
一
名
、
元
来
あ
っ
た
は
ず
の
五
段
目
に
三
名
、
合
わ
せ

て
一
五
名
と
推
定
さ
れ
る
。

各
人
の
名
前
の
下
に
は
や
や
右
に
寄
せ
て
注
記
が
施
さ
れ
る
。｢

薪｣

と
注

記
の
あ
る
も
の
は
、
採
薪
に
充
て
ら
れ
た
も
の
か
。
正
倉
院
文
書
に
は
仕
丁

が
採
薪
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
散
見
し
、
木
簡
に
も
見
え
る
（
宮
二
―
一
九
八

〇
）
。
菅
原
は
地
名
か
。
菅
原
は
今
の
奈
良
市
西
郊
一
帯
を
い
う
。

裏
面
末
尾
の
豊
浜
は
、
文
字
の
大
き
さ
や
字
配
り
が
年
紀
の
部
分
と
異
な

り
、
自
署
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
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年
紀
が
記
さ
れ
た
付
札
１

40

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
二
二
四
）

天
平
勝
寶
七
歳
十
月

長
さ
二
五
八
㎜
・
幅(

一
二)

㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
二
型
式

上
下
両
端
と
左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
が
、
右
は
割
れ
て
お
り
、
元
来
は

も
っ
と
幅
が
広
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
左
上
に
切
り
込
み
が
あ
る
こ
と
か

ら
付
札
と
判
断
さ
れ
る
。
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
れ
ば
、
狭
義
の

付
札
（
都
で
作
成
さ
れ
た
整
理
用
の
ラ
ベ
ル
）
と
い
う
よ
り
は
、
各
地
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
荷
札
の
可
能
性
が
高
い
か
。
天

平

勝

宝
七
歳
は
、
七
五

て
ん
ぴ
ょ
う
し
ょ
う
ほ
う

五
年
。
一
〇
月
は
、
調
の
納
入
時
期
で
矛
盾
が
な
い
。

年
紀
の
書
き
出
し
が
木
簡
の
中
央
付
近
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
推
定
さ
れ
る

元
来
の
幅
か
ら
み
て
年
紀
が
左
に
寄
っ
て
い
る
こ
と
、
木
簡
の
左
上
か
ら
右

下
に
向
か
っ
て
斜
め
に
割
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
片
面
記
載

で
上
部
が
一
行
書
き
、
下
部
が
二
行
書
き
（
割
書
き
）
で
、
年
紀
は
割
書
の

左
行
に
あ
た
る
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
荷
札
と
仮
定
し
た
場
合

で
も
、
貢
進
国
や
品
目
を
絞
り
込
む
の
は
難
し
い
。

大
学
寮
か
ら
宿
直
担
当
者
を
報
告
す
る
木
簡
１

43

（
三
二
次
補
、
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
出
土
。
宮
四
―
三
七
五
三
）

直
講
正
八
位
上
濃
宜
公
水
通

大
学
寮
解

申
宿
直
官
人
事
天
平
寶
字
八
年

月
十
一
日

〔
九
ヵ
〕

長
さ
二
四
一
㎜
・
幅
三
三
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

大
学

寮

が
上
級
官
司
の
式
部

省

に
対
し
、
宿
直
担
当
者
を
報
告
し
た

だ
い
が
く
り
ょ
う

し
き

ぶ

し
ょ
う

木
簡
。
大
学
寮
は
、
役
人
の
養
成
機
関
で
あ
る
大
学
を
管
轄
す
る
役
所
。
京

内
の
左
京
三
条
一
坊
（
ま
た
は
右
京
三
条
一
坊
）
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
宿
直
は
、
夜
勤
（
宿
）
と
日
勤
（
直
）
の
総
称
。

直

講
は
、
博
士

ち
ょ
く
こ
う

・
助
教
を
補
佐
す
る
大
学
寮
の
教
官
。

令

外
官
で
、
天

平

二
年
（
七
三

り
ょ
う
げ
の
か
ん

て
ん
ぴ
ょ
う

〇
）
に
四
人
を
置
い
た
の
に
始
ま
る
。

｢

濃
宜
公
水
通
」
は
後
に
大
学

少

允

（
第
三
等
官
）
に
昇
進
し
、
さ
ら

の

ぎ
の
き
み
み
ず
み
ち

し
ょ
う
じ
ょ
う

に
信
濃
介
に
転
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
『

続

日
本
紀
』
神
護
景
雲
二

し
な
の
の
す
け

し
ょ
く

に

ほ
ん

ぎ

じ
ん

ご

け
い
う
ん

年
〈
七
六
八
〉
七
月
壬
申
朔
〈
一
日
〉
条
）。

さ
く

天

平

宝
字
八
年
は
七
六
四
年
で
、
こ
の
年
の
九
月
一
一
日
は
藤

原

仲

て
ん
ぴ
ょ
う
ほ
う

じ

ふ
じ
わ
ら
の
な
か

麻
呂
（
恵
美
押
勝
）
の
乱
が
勃
発
し
、
駅
鈴
と
内
印
を
め
ぐ
る
争
奪
戦
が

ま

ろ

え

み
の
お
し
か
つ

え
き
れ
い

な
い
い
ん

あ
っ
た
当
日
で
あ
る
。
そ
う
し
た
緊
張
し
た
政
情
を
背
景
に
考
え
る
と
、
こ

の
木
簡
に
も
、
ま
た
違
っ
た
側
面
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

｢

天
平
宝
字
」
は
、
孝
謙
天
皇
の
寝
殿
の

承

塵
（
屋
根
裏
か
ら
落
ち
る

し
ょ
う
じ
ん

塵
を
防
ぐ
た
め
、
部
屋
の
上
に
張
る
板
・
む
し
ろ
・
布
な
ど
）
の
裏
に
「
天

下
大
平
」
の
四
字
が
生
じ
、
駿
河
国
の
蚕
が
「
五
月
八
日
開
下
帝
釈
標
知
天

す
る

が

皇
命
百
年
息
」と
い
う
字
を
作
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
年
号
。

天

平

勝

宝
九
歳
（
七
五
七
）
八
月
一
八
日
に
改
元
し
た
。

て
ん
ぴ
ょ
う
し
ょ
う
ほ
う

紀
伊
国
か
ら
の
荷
札
２

46

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
二
一
〇
）

(

表)

日
高
部
財
郷
戸
主
丹
生
直
真

(

裏)

天
平
寶
字
五
年
十
月

長
さ(

一
五
〇)

㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

「
日
高
部
財
郷
」
は
、
『
和
名
抄
』
の
紀
伊
国
日
高
郡
財
部
郷
（
今
の
和
歌

き

い

ひ

だ

か

た

か

ら

山
県
御
坊
市
付
近
）
に
あ
た
る
。
宮
一
―
一
八
の
調
塩
の
荷
札
に
も
同
様
に

｢

日
高
部
財
郷
」
の
表
記
が
見
え
る
（
年
紀
も
天
平
宝
字
五
年
〈
七
六
一
〉

と
同
一
で
あ
る
）
。
「
部
」
と
「
郡
」
は
字
形
が
似
通
っ
て
い
る
た
め
、
時
お

り
混
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

下
部
を
欠
損
し
て
お
り
何
の
荷
札
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
に
見

つ
か
っ
て
い
る
紀
伊
国
の
荷
札
で
、
品
目
が
判
明
し
、
か
つ
戸
主
を
記
載
す
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る
の
は
、
い
ず
れ
も
調
塩
の
荷
札
で
あ
る
。

も
塩
の
荷
札
の
上
部
で
あ
る

46

可
能
性
が
高
い
。
一
〇
月
と
い
う
時
期
や
、
木
簡
の
大
き
さ
も
矛
盾
し
な
い
。

こ
の
木
簡
は
、
ぜ
ひ
墨
の
濃
淡
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。
表
面
は
書
き
出
し

の
「
日
高
」
の
ほ
か
、
「
財
」
「
戸
」
「
直
」
の
色
が
他
よ
り
濃
く
、
こ
れ
ら

の
文
字
を
書
く
直
前
に
墨
を
継
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
裏
面
は
「
天
平
宝
字

五
年
」
ま
で
一
気
に
書
い
た
後
、
墨
を
継
い
で
「
十
月
」
と
書
き
進
め
て
い

る
。
表
面
は
二
～
三
文
字
ご
と
に
頻
繁
に
墨
を
継
い
で
い
る
が
、
筆
や
墨
の

性
質
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
郡
名
・
郷
名
な
ど
意
味
の
ま
と
ま
り
ご
と

に
継
ぐ
と
い
う
書
き
手
の
意
識
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
者
の
場
合
、
裏
面

の
墨
継
ぎ
が
「
年
」
の
後
で
あ
る
点
も
よ
く
理
解
で
き
る
が
、
逆
に
表
面
の

「
丹
生
」
と
「
直
」
の
間
で
継
い
で
い
る
点
に
は
、
や
や
疑
問
が
残
る
。

大
学
寮
か
ら
宿
直
担
当
者
を
報
告
す
る
木
簡
２

49

（
三
二
次
補
、
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
出
土
。
宮
四
―
三
七
五
二
）

員
外
大
属
破
斯
清
道

(

表)

大
学
寮
解

申
宿
直
官
人
事
天
平
神
護
元
年

月
廿
四
日

〔
正
ヵ
〕

无
位

廣

(

裏)

大
学
寮
宿
直

丁

人

〔
直
ヵ
〕

長
さ
二
六
八
㎜
・
幅
三
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

大
学
寮
が
上
級
官
司
の
式
部
省
に
対
し
、宿
直
担
当
者
を
報
告
し
た
木
簡
。

大
学
寮
は
、
役
人
の
養
成
機
関
で
あ
る
大
学
を
管
轄
す
る
役
所
。
京
内
の
左

京
三
条
一
坊
（
ま
た
は
右
京
三
条
一
坊
）
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

宿
直
は
、
夜
勤
（
宿
）
と
日
勤
（
直
）
の
総
称
。
員
外
大

属
は
定
員
外
の

だ
い
さ
か
ん

特
任
の
第
四
等
官
。
一
人
で
宿
直
し
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
担
当
責
任

者
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

裏
面
に
も
、
大
学
寮
か
ら
の
宿
直
担
当
者
の
報
告
と
思
わ
れ
る
記
載
が
残

る
が
、
表
面
と
は
担
当
者
が
異
な
る
。
一
部
書
式
が
整
わ
な
い
部
分
も
あ
る

が
、
式
部
省
で
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
不
要
に
な
っ
た
あ
と
大
学
寮
に
返
送

さ
れ
、
同
じ
材
を
何
度
も
宿
直
報
告
に
用
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
一
つ
前
の

段
階
の
宿
直
担
当
者
の
報
告
、
あ
る
い
は
そ
の
書
き
損
じ
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

天

平

神
護
元
年
は
七
六
五
年
。
「
天
平
神
護
」
は
天
平
宝
字
八
年
（
七

て
ん
ぴ
ょ
う
じ
ん

ご

六
四
）
九
月
に
起
こ
っ
た
藤

原

仲
麻
呂
（
恵
美
押
勝
）
の
乱
を
神
霊
の
護

ふ
じ
わ
ら
の
な
か

ま

ろ

え

み
の
お
し
か
つ

り
に
よ
っ
て
平
定
し
た
こ
と
に
ち
な
ん
だ
年
号
で
、
翌
天
平
宝
字
九
年
正
月

七
日
に
改
元
し
た
。

木
簡
を
よ
む
２
―
破
斯
清
道
は
何
者
か
？

の｢

破
斯
」
は
ペ
ル
シ
ャ
（
今
の
イ
ラ
ン
を
中
心
と
す
る
地
域
に
あ
っ
た
古

は

し

49
代
西
ア
ジ
ア
の
国
家
）
の
こ
と
。
普
通
「
波
斯
」
と
書
く
が
、
偏
が
違
っ
て
も
通

用
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
難
波
」
を
「
難
破
」
と
書
く
こ
と
か
ら
も
わ

な

に

わ

か
る
（
城
四
三
―
二
〇
下
〈
一
七
五
〉
）、
城
四
四
―
一
六
上
〈
一
三
五
〉
）。

｢

破
斯
」
と
書
か
れ
た
部
分
は
、
大
学
寮
の
員
外
大

属
の
ウ
ジ
名
に
あ
た
る

だ
い
さ
か
ん

部
分
な
の
で
、
出
身
国
名
を
そ
の
ま
ま
ウ
ジ
名
と
し
て
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
（
同
様
の
例
と
し
て
は
、
百
済
氏
・
新
羅
氏
・
高
麗
氏
な
ど
が
あ
る
）
。
す

く

だ

ら

し

ら

ぎ

こ

ま

な
わ
ち
、
ペ
ル
シ
ャ
人
が
事
務
官
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
大
学
寮
に
勤
務
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
学
識
を
買
わ
れ
て
の
登
用
か
も
知
れ
な
い
。

従
来
、
平
城
京
に
や
っ
て
き
た
ペ
ル
シ
ャ
人
と
し
て
は
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）

に
帰
国
し
た
天
平
の
遣
唐
使
と
と
も
に
来
日
し
た
李
密
翳
が
知
ら
れ
る
だ
け
だ

り

み
つ
え
い

っ
た
（
『
続
日
本
紀
』
天
平
八
年
一
一
月
戊
寅
〈
三
日
〉
条
）。
同
時
に
来
日
し
た

唐
の
楽
人
皇
甫
東

朝
も
神
護
景
雲
年
間
（
七
六
七
～
七
七
〇
）
に
役
人
と
し
て

こ
う

ほ

と
う
ち
ょ
う

じ
ん

ご

け
い
う
ん

の
活
躍
が
知
ら
れ
て
お
り
、
李
密
翳
と
の
関
係
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
外
国
人

が
八
世
紀
後
半
の
日
本
古
代
の
役
人
社
会
に
定
着
し
て
活
躍
し
て
い
る
さ
ま
が
う

か
が
え
る
。

な
お
、
破
斯
清
道
の
祖
国
ペ
ル
シ
ャ
は
、
李
密
翳
が
日
本
に
や
っ
て
き
た
頃
の

ウ
マ
イ
ヤ
朝
ペ
ル
シ
ャ
が
七
五
〇
年
に
滅
び
て
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
が
成
立
す
る
な

ど
、
激
動
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
。
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考
選
木
簡
の
長
大
な
削
屑

52

（
三
二
次
補
、
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
出
土
。
宮
五
―
六
二
二
一
）

〔
少
初
ヵ
〕

(

表)
神
護
二
年
三
月
廿
六
日
恩

勅
叙

〔
符
ヵ
〕

(

裏)

符
軍

符
符

〇
九
一
型
式

表
裏
両
面
に
墨
書
の
あ
る
長
大
な
削
屑
。
裏
面
は
習
書
で
、
削
屑
の
状
態

に
な
っ
て
か
ら
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
事
情
は
不
明
だ
が
、
称
徳
天
皇
に
よ

る
特
別
の
叙
位
が
行
わ
れ
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
考
選
木
簡
に
書
き

込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
昇
進
し
て
少
初
位
と
い
う
ご
く
低
い
位
階
の
者
ま

で
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
は
か
な
り
広
範
囲
の
叙

位
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
な
お
、『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、

こ
の
日
は
国
司
の
任
官
が
行
わ
れ
て
い
る
（
天
平
神
護
二
年
三
月
辛
巳
〈
二

六
日
〉
条
）
が
、
叙
位
の
こ
と
は
見
え
な
い
。

｢

神
護
二
年
」
は
天

平

神
護
二
年
（
七
六
六
）
の
こ
と
。
「
神
」
字
の
上

て
ん
ぴ
ょ
う
じ
ん

ご

に
一
文
字
分
ほ
ど
の
空
白
を
隔
て
て
右
払
い
の
よ
う
な
残
画
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
れ
は
「
天
」
の
最
終
画
と
み
て
も
矛
盾
は
な
く
、
本
来
は
「
天
平
神

護
二
年
」
と
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
う
で
あ
れ

ば
「
平
」
の
横
画
な
ど
も
残
っ
て
い
る
方
が
自
然
と
も
思
わ
れ
、
「
天
平
」

の
二
字
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
四
字
年
号
は
、

し
ば
し
ば
最
初
の
二
文
字
が
省
略
さ
れ
る
（

も
参
照
）。

55

省
符
？
と
年
紀
の
書
か
れ
た
削
屑

55

（
三
二
次
補
、
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
出
土
。
宮
四
―
四
一
一
六
）

省

「
景
雲
三
年
九
月
廿
二
日
」

〇
九
一
型
式

｢

省
」
の
次
の
文
字
は
、
類
例
か
ら
み
る
と
「
符
」
と
考
え
ら
れ
、
Ｓ
Ｄ

４
１
０
０
出
土
で
あ
る
か
ら
式
部
省
符
と
推
察
さ
れ
る
。「
省
符
」（
式
部
省

符
）
と
同
じ
日
付
の
組
み
合
わ
せ
の
削
屑
が
複
数
あ
り
、
何
ら
か
の
勤
務
評

価
の
木
簡
の
一
部
と
み
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
書
式
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

｢

景
雲
三
年
」
は
神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
の
こ
と
。「
神
護
景
雲
」
は

平
城
宮
の
東
南
隅
や
陰
陽
尞
、
伊
勢
の
度
会
宮
の
上
な
ど
に
現
れ
た
雲
に
ち

な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
年
号
で
、
天
平
神
護
三
年
（
七
六
七
）
八
月
一
六
日

に
改
元
、
神
護
景
雲
四
年
一
〇
月
一
日
に
宝
亀
と
改
元
さ
れ
る
ま
で
使
用
さ

れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
日
本
で
最
後
の
四
字
年
号
と
な
っ
て
い
る
。

で
55

は
「
神
護
」
の
二
文
字
を
省
略
し
、
単
に
「
景
雲
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。

諸
司
の
移
の
題
籤
軸

58

（
三
二
次
補
、
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
出
土
。
宮
五
―
六
一
六
五
）

(

表)

諸
司
移

(

裏)

神
護
景
雲

三
年

長
さ
三
八
九
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
九
㎜

〇
六
一
型
式

さ
ま
ざ
ま
な
役
所
か
ら
式
部
省
に
送
ら
れ
て
き
た
文
書
（
移
）
を
貼
り
継

い

い
で
巻
物
と
し
た
も
の
の
題
籤
軸
。｢

移
」
は
、
統
属
関
係
に
な
い
同
格
の

だ
い
せ
ん
じ
く

役
所
の
間
で
の
や
り
と
り
に
用
い
る
文
書
の
様
式
。
文
書
の
内
容
は
わ
か
ら

な
い
。

題
籤
軸
は
巻
物
の
軸
の
一
種
で
、
文
書
を
巻
き
付
け
る
軸
部
の
上
に
幅
広

の
題
籤
部
を
作
り
出
し
、
そ
こ
に
文
書
の
タ
イ
ト
ル
な
ど
を
記
入
し
て
お
く

も
の
。
一
々
巻
物
を
開
か
な
く
て
も
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
す
る
工
夫
で
、

題
籤
部
は
今
の
本
の
背
表
紙
に
あ
た
る
機
能
を
果
た
す
。
軸
が
折
れ
て
題
籤

部
の
み
残
る
も
の
が
多
い
が
、

は
完
形
で
残
っ
て
い
る
。
上
端
の
厚
さ
は

58

五
㎜
で
、
下
へ
行
く
ほ
ど
厚
く
な
る
。
上
端
の
角
を
落
と
し
た
丁
寧
な
作
り
。

題
籤
部
の
長
さ
は
四
八
㎜
、
軸
部
分
の
幅
は
一
〇
㎜
。

神
護
景
雲
三
年
は
七
六
九
年
。
題
籤
軸
は
役
所
内
で
の
文
書
整
理
や
一

じ
ん

ご

け
い
う
ん
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時
的
な
保
管
な
ど
日
常
的
な
場
面
で
多
用
さ
れ
た
と
さ
れ
、
ま
た
題
籤
部
の

ス
ペ
ー
ス
も
限
ら
れ
る
た
め
、
年
号
が
省
略
さ
れ
単
に
「
三
年
」
な
ど
と
記

さ
れ
る
も
の
も
多
い
（
例
え
ば
Ⅲ
期
展
示

の
「
二
年
」
）。
特
に
四
字
年
号

75

は
題
籤
軸
で
な
く
て
も

の
よ
う
に
最
初
の
二
文
字
が
省
略
さ
れ
が
ち
で
あ

55

る
が
、

は
省
略
せ
ず
に
記
し
て
い
る
。

58

な
お
、

が
出
土
し
た
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
か
ら
は
、
表
面
に
「
諸
司

58

解
」
、
裏
面
に
「
諸
司
移
」
と
書
か
れ
た
題
籤
軸
（
宮
四
―
三
七
六
四
）
や
、

げ

い

「
諸
家

并

／
諸
司

〔
移

牒

ヵ
〕」
と
書
か
れ
た
題
籤
軸
（
宮
四
―
三

な
ら
び
に

ち
ょ
う

七
六
六
）
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

年
号
の
転
換

散
位
寮
か
ら
宿
直
担
当
者
を
報
告
す
る
木
簡
３

61

（
三
二
次
補
、
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
出
土
。
宮
四
―
三
七
五
四
）

少
属
従
六
位
下
桧
前
舎
人
連
安
麻
呂

(

表)

散
位
寮
解

申
宿
直
官
人
事

寶

亀

元

年
十

（
異
筆
１
）

「
嶋

嶋

嶋
」

「
嶋
」

「
嶋
」

（
異
筆
４
）

（
異
筆
４
）

（
異
筆
２
）

「
為
」

（
異
筆
３
）
「
為
為
」

(

裏)

「
従
六
位
下
桧
前
前
舎
人
連
」

「
安
位
朝

嶋
嶋
」

「
為
為
為
」

「
為

」
「
嶋
」

（
異
筆
４
）

長
さ(

二
五
七)

㎜
・
幅
三
〇
㎜
・
厚
さ
一
㎜

〇
一
九
型
式

散
位

寮

が
上
級
官
司
の
式
部

省

に
対
し
て
宿
直
す
る
者
を
報
告
し
た

さ
ん

に

り
ょ
う

し

き

ぶ

し
ょ
う

木
簡
。
散
位
寮
は
、
散
位
（
位
階
を
も
つ
が
、
特
定
の
官
職
に
就
い
て
い
な

い
役
人
）
を
管
轄
し
た
。

少

属

は
寮
の
第
四
等
官
で
散
位
寮
の
定
員
は

し
ょ
う
さ
か
ん

一
人
。
「
解
」
は
上
申
文
書
の
様
式
で
、
下
級
官
司
（
こ
こ
で
は
散
位
寮
）

か
ら
上
級
官
司
（
こ
こ
で
は
式
部
省
）
に
宛
て
た
も
の
。

表
裏
の
両
面
に
文
字
を
練
習
し
た
あ
と
が
多
数
残
る
。
書
き
手
あ
る
い
は

書
い
た
時
が
異
な
る
筆
跡
が
四
種
類
認
め
ら
れ
る
。
裏
面
に
表
面
の
署
名
者

と
同
じ｢

檜

前

舎

人

連
」
の
文
字
が
あ
る
か
ら
、
自
分
が
書
き
損
じ
た
木

ひ
の
く
ま
の
と
ね
り
の
む
ら
じ

簡
を
習
書
に
使
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
上
端
は
焼
損
し
て
い
る
。

宝
亀
元
年
は
七
七
〇
年
。
「
宝
亀
」
は
、
肥
後
国
か
ら
相
次
い
で
献
上
さ

れ
た
白
亀
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
年
号
で
、
神
護
景
雲
四
年
一
〇
月
一

日
、
光
仁
天
皇
の
即
位
に
伴
っ
て
改
元
が
行
わ
れ
た
。

欠
勤
を
報
告
し
た
木
簡

64

（
四
四
〇
次
、
Ｓ
Ｋ
１
９
１
８
９
出
土
。
城
三
九
―
八
上(

八)
)

日
夕

(

表)

十
四
日
不
直
若
宮
老
子

番
長
山
代
真
勝

(

裏)

寶
亀
二
年
四
月
十
四
日

久
米
枚
夫

長
さ
二
〇
二
㎜
・
幅
四
〇
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
一
型
式

若
宮
老
子
の
欠
勤
を
報
告
し
た
木
簡
。
表
裏
と
も
日
付
が
「
十
四
日
」

わ
か
み
や

で
あ
る
た
め
、
同
日
に
報
告
し
た
と
思
わ
れ
る
。「
直
」
は
日
勤
の
こ
と
で
、

夜
勤
は
「
宿
」
と
い
う
。
「
直
」
に
は
「
日
夕
」
の
区
別
が
あ
り
、
日
は
午

前
、
夕
は
午
後
の
勤
務
を
指
し
た
と
思
わ
れ
る
。
若
宮
老
子
は
こ
の
日
、
午

前
午
後
と
も
休
ん
だ
ら
し
い
。

若
宮
は
珍
し
い
ウ
ジ
名
で
あ
る
。
平
城
宮
東
張
り
出
し
部
の
東
南
隅
を
検

出
し
た
第
四
四
次
調
査
で
、
二
条
条
間
路
南
側
溝
か
ら
「
大

〔
伴
ヵ
〕
若

宮

」
と
書
い
た
削
屑
が
出
土
し
て
い
る
（
城
六
―
七
下
）
。
大
伴
若
宮
連

大
淵
を
若
宮
大
淵
と
表
記
す
る
例
が
あ
り
（
『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
三

巻
四
二
一
、
四
四
八
頁
な
ど
）
、
こ
の
木
簡
の
若
宮
老
子
も
大
伴
若
宮
氏
か
。

番
長
は
衛
府
な
ど
の
上
番
の
長
。
番
の
字
は
、
米
＋
田
で
書
か
れ
て
い
る
。

裏
面
下
部
の
「
番
長
山

代

真
勝
」
と
「
久
米
枚
夫
」
は
、
表
面
か
ら
裏
面

や
ま
し
ろ
の

ま

か
つ

く

め
の
ひ
ら

ふ
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の
年
月
日
ま
で
と
書
き
手
が
異
な
る
よ
う
に
も
見
え
る
。そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

若
宮
老
子
が
休
ん
だ
こ
と
を
こ
の
役
所
の
役
人
が
ま
ず
書
き
、
二
人
が
そ
れ

ぞ
れ
署
名
を
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
枚
は
字
形
と
し
て
は
牧
。
下

端
中
央
を
欠
失
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
の
木
簡
。
下
端
は
ゆ
る
や
か
な
圭

頭
形
を
し
て
い
る
。

宝
亀
二
年
は
七
七
一
年
。
宝
亀
は
一
一
年
ま
で
続
き
、
奈
良
時
代
に
お
い

て
は
天
平
に
つ
い
で
長
く
続
い
た
年
号
で
あ
る
。
宝
亀
一
二
年
（
七
八
一
）

正
月
一
日
、
伊
勢
の
斎
宮
に
現
れ
た
美
し
い
雲
を
、
天
が
感
応
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
し
て
「
天
応
」
と
改
元
し
た
。
天
応
元
年
の
干
支
は
辛
酉
で
あ

り
、
本
来
庚
申
に
な
る
べ
き
正
月
一
日
を
暦
日
操
作
に
よ
り
辛
酉
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
辛
酉
革
命
説
を
意
識
し
た
改
元
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

公
文
案
の
題
籤
軸

67

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
一
一
九
）

〔
文
案
ヵ
〕

(

表)

公

〔
月
ヵ
〕

(

裏)

延
暦
二
年
八

長
さ(

六
五)

㎜
・
幅
三
二
㎜
・
厚
さ
七
㎜

〇
六
一
型
式

題
籤
軸
の
題
籤
部
分
。
題
籤
軸
は
巻
物
の
軸
の
一
種
で
、
細
い
軸
部
の

だ
い
せ
ん
じ
く

一
端
に
幅
広
の
題
籤
部
を
作
り
出
し
、
そ
こ
に
巻
物
の
タ
イ
ト
ル
を
記
し
て

お
く
も
の
（

も
参
照
）
。
ち
ょ
う
ど
題
籤
部
と
軸
部
の
境
目
で
折
ら
れ
て

58

い
て
、
軸
部
は
残
ら
な
い
。

表
面
の｢

案
」
は
、
正
式
な
文
書
（

正

文
）
に
対
す
る
、
控
え
の
文
書(

案
文
）

し
ょ
う
も
ん

あ
ん
も
ん

の
意
味
。

延

暦

二
年
は
七
八
三
年
。
「
延
暦
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
て

え
ん
り
ゃ
く

明
ら
か
で
は
な
い
。
天
応
二
年
（
七
八
二
）
八
月
一
九
日
に
延
暦
へ
改
元
し

た
が
、
改
元
の
詔
で
は
中
国
の
年
号
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
君
主
が
即
位

後
年
号
を
改
め
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
、
と
説
明
す
る
。
一
方
、
豊
年
で
め

で
た
い
し
る
し
も
頻
り
に
現
れ
て
い
る
と
言
う
も
の
の
、
ど
こ
で
何
が
出
た

と
の
具
体
的
な
言
及
は
な
く
、
こ
れ
以
前
の
祥
瑞
を
強
調
し
た
改
元
と
異
な

る
。
延
暦
を
境
に
「
大
同
」「
弘
仁
」「
天
長
」
と
抽
象
的
な
年
号
が
続
く
こ

と
か
ら
、
延
暦
は
年
号
の
歴
史
に
お
け
る
転
換
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

末
尾
の
「
月
」
は
、
一
番
上
の
横
画
が
左
右
に
突
き
出
て
い
る
。
ど
う
や

ら
別
の
文
字
を
書
き
か
け
て
間
違
い
に
気
づ
き
、
そ
の
ま
ま
下
に
筆
画
を
付

け
足
し
て
「
月
」
に
仕
立
て
上
げ
た
ら
し
い
。

讃
岐
国
か
ら
の
荷
札

70

（
二
五
九
次
、
Ｓ
Ｄ
１
１
６
０
０
出
土
。
城
三
二
―
一
三
下(

七
八)

）

(

表)

讃
岐
国
山
郡
三
谷
郷
凡
直
小
野

(

裏)

延
暦
三
年
四
月
十
二〔
日
〕

長
さ(

九
四)

㎜
・
幅
一
七
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

讃
岐
国
山
郡
三
谷
郷
（
讃
岐
国
山
田
郡
三
谷
郷
、
今
の
香
川
県
高
松
市

さ
ぬ

き

み

た
に

三
谷
町
一
帯
）
か
ら
の
荷
札
。
『
和
名
抄
』
に
は
山
田
郡
と
あ
り
、
一
一
の

郷
名
が
記
さ
れ
る
が
、
元

慶

四
年
（
八
八
〇
）
三
月
二
六
日
太
政
官
符
所

が
ん
ぎ
ょ
う

引
那
珂
郡
解
に
よ
る
と
、
こ
の
当
時
の
山
田
郡
は
一
〇
郷
と
余
戸
か
ら
な
っ

な

か

て
い
た
（
『
類

聚

三
代

格

』
）
。
三
谷
郷
に
は
古
代
南
海
道
が
通
り
、
三
谿

る
い
じ
ゅ
う
さ
ん
だ
い
き
ゃ
く

み

た
に

駅
が
置
か
れ
て
い
た
。

下
部
を
欠
損
し
て
お
り
物
品
名
は
わ
か
ら
な
い
が
、
讃
岐
国
か
ら
は
米
・

塩
・
海
産
物
が
都
に
届
け
ら
れ
て
い
る
。
裏
面
の
延

暦

三
年
は
七
八
四
年
。

え
ん
り
ゃ
く

凡

直

氏
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
に
勢
力
を
も
っ
た
豪
族
。
讃
岐
国
山
田
郡

お
お
し
の
あ
た
い

司
牒
案
（
東
寺
百
合
文
書
ル
函
一
号
）
に
「
少
領
従
八
位
上
凡

」
の
署
名

が
あ
る
。
延
暦
一
〇
年
九
月
一
八
日
、
讃
岐
国
寒
川
郡
の
人
、
凡
直
千
継
の

ち

つ
ぐ



( 13 )

言
上
に
よ
る
と
、
敏
達
天
皇
の
と
き
に
国
造
と
し
て
の
業
を
継
承
し
た
こ
と

に
よ
り
紗
抜
大
押
直
の
姓
を
賜
り
、
庚
午
年

籍

の
と
き
に
大
押
を
改
め
凡

さ

ぬ
き
お

お

し

こ
う

ご

ね
ん
じ
ゃ
く

直
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
先
祖
の
業
に
因
っ
て
讃
岐
公
賜
姓
を
願
い
出
た
。

こ
の
言
上
に
よ
り
、
千
継
ら
は
讃
岐
公
の
姓
を
授
け
ら
れ
る
（
『
続
日
本
紀
』

同
日
条
）
。
長
岡
京
跡
左
京
三
条
二
坊
八
町
の
西
南
築
垣
南
西
隅
の
雨
落
溝

か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
、
三
谷
郷
の
人
で
讃
岐
の
ウ
ジ
名
を
も
つ
人
名
が
書

か
れ
た
荷
札
が
あ
る
（
『
長
岡
京
木
簡
二
』
八
五
三
号
）。

年
号
の
省
略

備
前
国
か
ら
の
醤
の
荷
札

73

（
二
一
次
、
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
出
土
。
宮
二
―
二
二
〇
八
）

〔
奴
ヵ
〕

(

表)

備
前
国
邑
久
郡
尾

郷
紫

醤

〔
小
足
ヵ
〕

(

裏)

五
斗

五
年
二
月
十
九
日

長
さ(

一
九
一)

㎜
・
幅
二
四
㎜
・
厚
さ
六
㎜

〇
三
三
型
式

備
前
国
邑
久
郡
尾
奴
郷
（
今
の
岡
山
県
瀬
戸
内
市
付
近
）
か
ら
の

醤

の

び

ぜ
ん

お

く

お

ぬ

ひ
し
お

荷
札
。
年
紀
は
「
五
年
」
と
の
み
書
か
れ
る
が
、
出
土
層
位
か
ら
み
て
天
平

勝
宝
五
年
（
七
五
三
）
ま
た
は
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
の
い
ず
れ
か
で

あ
ろ
う
。
尾
奴
郷
は
『
和
名
抄
』
に
み
え
る
尾
沼
郷
と
考
え
ら
れ
る
。

醤
は
醤
油
に
似
た
調
味
料
で
、
塩
分
が
醤
油
よ
り
濃
い
も
の
ら
し
い
。
醤

は
平
城
京
で
も
生
産
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
原
料
を
記
し
た
木
簡
も
見
つ
か
っ

て
い
る
（
城
二
二
―
一
五
下
）
。
そ
こ
で
は
、
大
豆
六
石
四
斗
に
対
し
、
同

量
の
六
石
四
斗
の
塩
、
一
割
の
六
斗
四
升
の

麹

、
一
斗
二
升
の
酒
が
原

か
ん
た
ち

料
と
し
て
上
が
っ
て
お
り
、
『
延
喜
式
』
で
の
醤
の
製
法
と
比
べ
て
、
塩
が

か
な
り
多
い
な
ど
、
原
料
比
率
に
大
き
な
違
い
が
見
え
る
。
な
お
、
備
前
国

か
ら
年
料
の
醤
を
貢
進
す
る
こ
と
は
『
延
喜
式
』
に
は
み
え
な
い
。

Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
か
ら
は
、
備
前
国
邑
久
郡
尾
奴
郷
か
ら
送
ら
れ
た
醤
の
木

簡
が
三
点
出
土
し
て
い
る
。
大
き
さ
・
形
状
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
い
ず
れ
も
同

筆
と
み
ら
れ
る
（
他
二
点
は
宮
二
―
二
二
〇
六
、
二
二
〇
七
）
。

と
宮
二
―

73

二
二
〇
七
は
日
付
も
同
じ
で
あ
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
記
載
に
は
若
干
の

違
い
が
見
ら
れ
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
①
同
文
・
同
筆
・
同
材
の
荷
札
木

簡
が
複
数
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
、
②
形
状
（
型
式
）
は
異
な
る
場
合
も
あ

る
が
、
③
お
そ
ら
く
は
一
つ
の
荷
物
に
付
け
ら
れ
て
お
り
、
④
荷
物
の
外
側

と
内
側
に
付
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
ま
た

こ
う
し
た
事
例
の
う
ち
、
駿
河
国
（
今
の
静
岡
県
東
部
の
、
伊
豆
半
島
を
除

す

る

が

く
地
域
）
の
カ
ツ
オ
の
場
合
は
、
若
干
記
載
内
容
の
異
な
る
二
点
が
一
組
で

用
い
ら
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
備
前
国
邑
久

郡
の
醤
の
荷
札
の
場
合
、
記
載
内
容
の
ば
ら
つ
き
方
が
、
担
当
者
ら
し
き
署

名
の
有
無
、
容
積
の
有
無
、
品
目
の
違
い
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
て
独
特
で
あ

り
、
一
つ
の
荷
物
に
複
数
の
荷
札
が
添
付
さ
れ
た
例
と
み
て
よ
い
か
問
題
が

残
る
。

参
考

年
号
が
記
さ
れ
た
土
器

（
一
三
九
次
、
Ｓ
Ｄ
１
０
５
５
０
出
土
。『
平
城
宮

出
土
墨
書
土
器
集
成
Ⅱ
』
七
六
七
号
）

天
應
元
年

土
師
器
杯
Ｂ
の
底
部
外
面
に
墨
書
が
あ
る
。
天
応
元
年
は
、
七
八
一
年
。

つ
き

て
ん
お
う

天
応
に
つ
い
て
は
、

を
参
照
。
天
応
の
年
号
を
記
し
た
木
簡
は
、
現
在
の

64

と
こ
ろ
平
城
宮
・
京
跡
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
墨
書
土
器
で
は
出
土

例
が
あ
る
。
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【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

Ｓ
Ｄ
１
７
０
（
藤
原
宮
東
方
官
衙
北
地
区
、
展
示
番
号

）
1

一
九
八
〇
年

藤
原
宮
東
面
大
垣
Ｓ
Ａ
１
７
５
の
東
約
二
〇
ｍ
を
北
流
す
る
素
掘
り
の
南
北
溝

で
、
宮
東
面
外
濠
に
あ
た
る
。
溝
の
規
模
は
、
幅
五
・
五
～
六
・
〇
ｍ
、
深
さ
約
一

・
二
ｍ
。
木
簡
は
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
も
の
も
含
め
、
二

九
六
九
点
（
う
ち
削
屑
一
〇
四
点
）
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｘ
５
０
１
（
藤
原
京
左
京
七
条
一
坊
西
南
坪
、
展
示
番
号

）
4

二
〇
〇
一
年

東
西
約
二
三
ｍ
、
南
北
一
〇
ｍ
以
上
の
浅
い
池
状
の
遺
構
。
観
賞
用
の
池
で
は
な

く
、
窪
地
の
よ
う
な
も
の
。
木
簡
を
含
む
大
量
の
木
屑
に
よ
っ
て
人
為
的
に
一
気
に

埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
・
二
年
に
お
け
る
衛
門
府

え

も
ん

ふ

の
活
動
を
示
す
も
の
を
多
数
含
ん
で
お
り
、
埋
め
立
て
の
時
期
は
大
宝
二
年
末
な
い

し
大
宝
三
年
初
頭
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
の
出
土
点
数
は
、
一
万
二
六
一
五
点
（
う

ち
削
屑
一
万
一
八
九
六
点
）
に
達
し
、
飛
鳥
・
藤
原
地
域
で
最
多
の
点
数
を
誇
る
。

第
一
次
大
極
殿
院
整
地
土
（
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
院
、
展
示
番
号

）
7

二
〇
〇
二
年

第
一
次
大
極
殿
院
造
営
当
初
に
施
さ
れ
た
整
地
土
。
大
極
殿
院
内
の
う
ち
、
磚
積

せ
ん
づ
み

擁
壁
南
側
の
内
庭
広
場
か
ら
南
面
築
地
回
廊
に
か
け
て
広
が
る
。
木
簡
は
、
整
地
土

よ
う
へ
き

に
紛
れ
込
ん
だ
単
発
的
な
状
態
で
、
計
一
四
点
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
３
８
２
５
Ａ

（
平
城
宮
第
一
次
大
極
殿
院
西
辺
佐
紀
池
南
岸
、
展
示
番
号

）
10

一
九
七
五
年

Ｓ
Ｄ
３
８
２
５
は
、
第
一
次
大
極
殿
院
の
西
辺
を
画
し
て
南
流
す
る
平
城
宮
の
西

大
溝
。
池
Ｓ
Ｇ
８
１
９
０
を
起
点
と
し
、
大
き
く
三
時
期
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
大

極
殿
院
の
時
期
に
属
す
る
Ｓ
Ｄ
３
８
２
５
Ａ
は
、
最
大
幅
一
・
八
ｍ
、
深
さ
約
五
〇

㎝
を
測
る
。
Ｓ
Ｄ
３
８
２
５
Ｂ
は
、
Ｓ
Ｇ
８
１
９
０
の
造
成
に
伴
っ
て
堤
を
築
い
た

あ
と
、
取
水
口
を
東
に
約
七
〇
㎝
ず
ら
し
て
新
た
に
掘
削
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
３
８
２

５
Ｃ
は
、
Ｓ
Ｇ
８
１
９
０
南
堤
の
改
修
に
伴
い
、
Ｓ
Ｄ
３
８
２
５
Ｂ
を
掘
り
直
し
た

南
北
溝
。
取
水
口
を
さ
ら
に
東
に
付
け
替
え
て
い
る
。
木
簡
は
、
三
時
期
合
わ
せ
て

二
六
四
点
（
う
ち
削
屑
一
二
七
点
）
出
土
し
た
。

は
Ｓ
Ｄ
３
８
２
５
Ａ
の
時
期
の

10

も
の
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
３
０
３
５
（
平
城
宮
造
酒
司
地
区
、
展
示
番
号

）
13

国
宝

一
九
六
五
年

造
酒
司
の
井
戸
の
排
水
を
流
す
た
め
に
、
役
所
の
西
辺
に
位
置
を
ず
ら
し
な
が
ら

ぞ
う
し
ゅ

し

何
度
か
掘
ら
れ
た
南
北
溝
の
一
つ
。
幅
約
七
〇
㎝
、
深
さ
約
二
〇
㎝
。
南
端
は
造
酒

司
南
限
の
築
地
塀
を
暗
渠
で
抜
け
て
宮
内
道
路
の
側
溝
に
接
続
す
る
。
奈
良
時
代
前

あ
ん
き
ょ

半
の
霊
亀
・
養
老
・
神
亀
（
七
一
七
～
七
二
九
年
）
の
年
号
を
も
つ
木
簡
が
ま
と
ま

れ
い

き

よ
う
ろ
う

じ
ん

き

っ
て
出
土
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
最
上
層
か
ら
は
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
一
〇

月
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
（
宮
二
―
二
二
四
七
）
が
出
土
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
半
ば

過
ぎ
に
埋
没
し
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
木
簡
は
溝
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ま
ん
べ
ん
な

く
出
土
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
溝
が
溜
ま
り
状
に
広
が
っ
た
部
分
か
ら
集
中
的
に

出
土
し
て
い
る
。
溝
の
遺
物
で
は
あ
る
が
、
土
坑
状
の
遺
構
の
遺
物
が
主
体
と
み
る

こ
と
も
で
き
、年
代
や
内
容
の
一
括
性
の
高
さ
は
こ
れ
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

出
土
木
簡
は
、
同
じ
く
造
酒
司
内
で
検
出
さ
れ
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
３
０
４
６
お
よ
び
溝

Ｓ
Ｄ
３
０
４
７
・
３
０
５
０
出
土
木
簡
と
と
も
に
、
平
城
宮
造
酒
司
出
土
木
簡
と
し

て
二
〇
一
五
年
に
重
要
文
化
財
に
、
さ
ら
に
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
一
部
と
し
て
二
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〇
一
七
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
（
五
六
八
点
〈
う
ち
削
屑
三
五
九
点
〉
）。

Ｓ
Ｅ
０
３
７
（
薬
師
寺
境
内
地
、
展
示
番
号

）
16

一
九
七
七
年

東
僧
房
の
北
方
で
検
出
し
た
井
戸
。
平
面
が
一
辺
約
一
ｍ
の
方
形
で
、
深
さ
は
約

一
・
七
ｍ
。
井
戸
枠
は
遺
存
し
な
い
。
木
簡
は
、
埋
土
か
ら
多
量
の
木
片
な
ど
と
と

も
に
二
三
三
点
（
う
ち
削
屑
一
六
九
点
）
出
土
し
た
。
原
形
を
と
ど
め
る
木
簡
は
少

な
く
、
大
半
は
箸
状
に
縦
割
り
し
た
も
の
や
削
屑
で
あ
る
が
、
長
方
形
の
木
片
に
千

字
文
の
習
書
と
と
も
に
、「
霊
亀
二
年
三
月
」
と
墨
書
し
た
も
の
（

）
を
は
じ
め
、

16

同
年
の
年
紀
の
あ
る
も
の
が
三
点
出
土
し
て
い
る
。
曲
物
の
底
に
「
那
」
を
書
い
た

も
の
や
、
「
霊
」
の
文
字
と
と
も
に
亀
の
絵
を
墨
書
し
た
も
の
（
Ⅲ
期
展
示

）
も

18

あ
る
。
全
体
と
し
て
習
書
木
簡
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
、
付
札
や
貢
進
物
荷
札
は
み

ら
れ
ず
、
文
書
木
簡
も
少
な
い
。

共
伴
す
る
瓦
や
土
器
の
年
代
観
か
ら
、
Ｓ
Ｅ
０
３
７
は
木
簡
に
見
え
る
霊
亀
二
年

（
七
一
六
）
、
も
し
く
は
そ
れ
か
ら
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
頃
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
『
薬
師
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
平
城
京
へ
の
移
建
は
養
老
二
年
（
七
一
八
）

で
、
薬
師
寺
の
造
営
工
事
に
関
係
す
る
井
戸
で
あ
ろ
う
。

Ｓ
Ｄ
１
１
６
４
０
（
平
城
宮
壬
生
門
東
方
南
面
大
垣
、
展
示
番
号

）
19

一
九
八
四
年

平
城
宮
南
面
大
垣
東
端
か
ら
西
に
五
〇
ｍ
の
位
置
で
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
、
幅

三
・
五
ｍ
、
深
さ
〇
・
八
ｍ
の
南
北
溝
。
北
端
は
大
垣
内
側
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
４
１
０

０
に
接
続
し
、
南
面
大
垣
を
抜
け
た
あ
と
、
二
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
１
２
５
０
に
合

流
す
る
。
溝
の
埋
土
の
上
に
大
垣
本
体
が
築
か
れ
て
い
る
が
、
暗
渠
な
ど
の
痕
跡

あ
ん
き
ょ

は
な
い
。
木
簡
は
一
一
七
一
点
（
う
ち
削
屑
一
〇
三
〇
点
）
が
出
土
し
た
。
霊
亀
二

れ
い

き

年
（
七
一
六
）
か
ら
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
ま
で
の
年
紀
の
あ
る
木
簡
を
含
み
、
神

亀
年
間
以
降
の
早
い
時
期
に
埋
め
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
が
機
能
し
て
い

た
時
期
に
は
こ
の
部
分
の
南
面
大
垣
は
分
断
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
遷
都
か

ら
二
〇
年
近
く
も
開
渠
の
ま
ま
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
か
ら
、
宮
東
南
隅
部
分
で

の
改
作
の
際
に
、
バ
イ
パ
ス
的
な
排
水
溝
と
し
て
臨
時
に
開
削
し
た
も
の
か
。
な
お
、

隣
接
す
る
東
面
大
垣
に
お
い
て
も
、
大
垣
を
横
断
す
る
二
時
期
に
わ
た
る
開
渠
の
痕

跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
機
能
を
果
た
し
た
溝
と
み
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
４
９
５
１
（
平
城
宮
小
子
門
地
区
、
展
示
番
号

）
22

一
九
六
七
年

東
院
西
辺
の
排
水
を
集
め
る
溝
で
、
小

子
門
の
西
側
か
ら
宮
外
へ
出
て
、
東
一

と
う
い
ん

ち
い
さ
こ
べ
も
ん

坊
大
路
の
西
側
溝
と
な
る
。
幅
一
・
三
ｍ
、
深
さ
〇
・
九
ｍ
。
展
示
木
簡
が
出
土
し

た
小
子
門
付
近
の
調
査
（
平
城
第
三
九
次
調
査
）
で
は
、
木
簡
は
二
九
〇
点
（
う
ち

削
屑
二
二
〇
点
）
出
土
し
た
。
二
条
大
路
北
側
で
西
か
ら
流
れ
て
く
る
二
条
大
路
北

側
溝
Ｓ
Ｄ
１
２
５
０
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
京
内
を
南
流
す
る
。
京
内
の
道
路
側
溝
と

し
て
は
最
も
多
く
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
宮
近
辺
だ
け
で
な
く
、
七
条
で
も
千

点
規
模
の
木
簡
の
出
土
が
知
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
（
平
城
宮
宮
域
東
南
隅
地
区
、
展
示
番
号

、

、

、

、

、

25

43

49

52

55

、

）

一
九
六
六
年

58

61平
城
宮
東
南
隅
の
南
面
大
垣
内
側
を
東
に
流
れ
る
東
西
溝
。
幅
最
大
六
ｍ
、
最
大

深
さ
一
ｍ
。
東
面
大
垣
内
側
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
３
４
１
０
に
合
流
す
る
。
木
簡
は
、

式
部

省

の
勤
務
評
価
に
関
わ
る
削
屑
が
大
半
で
、
養
老
・
神
亀
年
間
（
七
一
七
～

し
き

ぶ

し
ょ
う

よ
う
ろ
う

じ
ん

き

七
二
九
）
か
ら
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
の
も
の
ま
で
を
含
む
が
、
養
老
・
神
亀
年
間

ほ
う

き

の
も
の
は
南
面
大
垣
を
横
断
す
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
１
１
６
４
０
と
一
連
の
遺
物
と
み
ら

れ
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
４
１
０
０
の
木
簡
は
基
本
的
に
宝
亀
元
年
頃
に
一
括
し
て
投
棄
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
宝
亀
年
間
（
七
七
〇
～
七
八
一
）
頃
に
北
側
に
移
転
し

て
き
た
と
み
ら
れ
る
神
祇
官
関
連
木
簡
も
わ
ず
か
に
含
ま
れ
る
。
木
簡
は
約
一
万

じ
ん

ぎ

か
ん

三
千
点
（
う
ち
削
屑
約
一
万
二
千
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｋ
２
１
０
２
（
平
城
宮
内
裏
北
方
官
衙
地
区
、
展
示
番
号

、

）

28

34国
宝

一
九
六
四
年

内
膳
司
と
推
定
さ
れ
る
官
衙
の
う
ち
、
東
半
の
広
場
部
分
で
見
つ
か
っ
た
ゴ
ミ

な
い
ぜ
ん

し

穴
密
集
地
域
の
ゴ
ミ
穴
の
一
つ
。
Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
の
す
ぐ
北
に
位
置
す
る
、
東
西
三

・
八
ｍ
、
南
北
二
・
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
三
ｍ
の
浅
い
穴
で
あ
る
。
出
土
木
簡
は
、
Ｓ

Ｋ
８
７
０
・
Ｓ
Ｋ
２
１
０
１
・
Ｓ
Ｋ
２
１
０
７
出
土
木
簡
と
と
も
に
、
平
城
宮
跡
内

膳
司
推
定
地
出
土
木
簡
と
し
て
二
〇
一
〇
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に

平
城
宮
跡
出
土
木
簡
の
一
部
と
し
て
二
〇
一
七
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
（
一
〇
一

点
〈
う
ち
削
屑
七
九
点
〉
）。
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Ｓ
Ｄ
５
３
０
０
（
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
五
坪
二
条
大
路
濠
状
遺
構
〈
北
〉
、
展
示
番

号

）

二
条
大
路
木
簡

一
九
八
九
年

31
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
八
坪
（
光
明
皇
后
宮
。
旧
長
屋
王
邸
）
と
二
条
二
坊
五
坪

(

藤
原
麻
呂
邸
）
の
間
の
二
条
大
路
上
の
南
北
両
端
に
掘
ら
れ
た
濠
状
の
遺
構
の
う

ち
、
藤
原
麻
呂
邸
南
門
前
か
ら
東
に
二
条
大
路
北
端
に
沿
っ
て
延
び
る
遺
構
。
幅
二

～
二
・
七
ｍ
、
深
さ
一
～
一
・
三
ｍ
。
総
延
長
は
約
五
八
ｍ
。
西
端
の
門
前
か
ら
、

藤
原
麻
呂
の
家
政
機
関
に
関
わ
る
木
簡
が
集
中
し
て
見
つ
か
っ
た
。
木
簡
は
約
三
万

五
千
点
（
う
ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
３
１
１
３
（
平
城
宮
東
院
地
区
西
辺
、
展
示
番
号

）
37

一
九
六
五
年

門
と
み
ら
れ
る
礎
石
建
物
Ｓ
Ｂ
３
１
１
６
の
基
壇
の
東
に
あ
る
、
素
掘
り
の
南
北

溝
。
二
時
期
が
あ
り
、
上
層
の
新
し
い
溝
は
幅
九
〇
㎝
、
深
さ
二
〇
㎝
で
、
Ｓ
Ｂ
３

１
１
６
に
と
も
な
う
溝
と
考
え
ら
れ
る
。
下
層
の
古
い
溝
は
、
幅
一
・
七
ｍ
、
深
さ

三
〇
㎝
で
、
一
部
Ｓ
Ｂ
３
１
１
６
の
基
壇
の
下
に
入
り
こ
ん
で
い
る
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
３

１
１
６
よ
り
古
い
。
木
簡
は
、
古
い
溝
か
ら
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
一
一
月
の

年
紀
の
あ
る
文
書
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
（
平
城
宮
内
裏
東
方
官
衙
地
区
、
展
示
番
号

、

、

、

）

40

46

67

73

一
九
六
五
年

平
城
京
の
北
東
に
位
置
す
る
水
上
池
の
南
西
部
に
端
を
発
し
、
内
裏
東
辺
を
南
流

し
て
そ
の
排
水
を
集
め
る
平
城
宮
の
東
大
溝
。内
裏
東
辺
で
は
石
の
護
岸
を
も
つ
が
、

そ
れ
よ
り
南
で
は
一
部
に
木
杭
に
よ
る
護
岸
が
み
ら
れ
る
程
度
と
な
る
。
東
区
朝
堂

院
・
朝
集
殿
院
東
辺
の
東
方
官
衙
の
ど
こ
か
の
地
点
で
東
に
折
れ
、
Ｓ
Ｄ
３
４
１
０

に
接
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
地
点
は
未
詳
。
内
裏
周
辺
で
は
、
天
平
期

以
降
の
多
量
の
遺
物
が
層
位
的
に
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
１
９
１
８
９
（
平
城
宮
東
方
官
衙
地
区
、
展
示
番
号

）
64

二
〇
〇
八
・
〇
九
年

平
城
宮
東
方
官
衙
で
見
つ
か
っ
た
ゴ
ミ
穴
。
東
西
約
一
一
ｍ
、
南
北
約
七
ｍ
、
深

さ
約
一
ｍ
の
巨
大
な
も
の
で
、
輪
郭
が
炭
化
し
た
状
況
を
示
す
こ
と
か
ら
、
ゴ
ミ
を

焼
却
す
る
た
め
の
穴
と
み
ら
れ
る
。
ゴ
ミ
の
投
棄
と
焼
却
を
、
穴
を
拡
張
し
な
が
ら

何
度
か
繰
り
返
し
て
い
る
ら
し
い
。

木
簡
は
、
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
前
後
の
衛
府
に
関
わ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め

て
お
り
、
宝
亀
三
年
二
月
に
行
わ
れ
た
称
徳
天
皇
没
後
の
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て

の
衛
府
の
統
廃
合
（
外
衛
府
の
廃
止
と
そ
れ
に
伴
う
舎
人
の
近
衛
府
・
中
衛
府
・
左

と

ね

り

右
兵
衛
府
へ
の
分
配
。
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
二
月
丁
卯
〈
十
六
日
〉
条
）
に
伴

し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

て
い
ぼ
う

う
造
営
工
事
の
ゴ
ミ
処
理
施
設
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
削
屑
が
中
心
で
あ
る
た
め
、

土
ご
と
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
整
理
室
に
持
ち
帰
り
順
次
洗
浄
作
業
を
進
め
て
い
る

が
、
最
終
的
に
数
十
万
点
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
木
簡
以
外
に
も
、
食

物
残
滓
、
炭
、
造
営
部
材
や
そ
の
端
材
・
は
つ
り
屑
、
檜
皮
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
や

昆
虫
類
な
ど
、
厖
大
な
量
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
日
々
洗
浄
作
業
に
よ
っ
て
確
認
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

な
お
、
Ｓ
Ｋ
１
９
１
８
９
は
焼
却
土
坑
と
し
て
は
平
城
宮
で
初
め
て
の
発
見
と
な

っ
た
が
、周
辺
に
は
同
様
の
ゴ
ミ
穴
が
他
に
も
多
数
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
穴
よ
り
新
し
い
建
物
も
見
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
、
造
営
工
事
終
了
後

に
は
埋
め
戻
さ
れ
、
再
び
役
所
の
建
物
用
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

Ｓ
Ｄ
１
１
６
０
０
（
平
城
宮
造
酒
司
南
宮
内
道
路
南
側
溝
、
展
示
番
号

）
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一
九
八
四
・
九
五
年

造
酒
司
と
東
院
の
間
を
東
西
に
通
る
宮
内
道
路
Ｓ
Ｆ
１
１
５
８
０
の
南
側
溝
。
西

流
し
て
、
西
端
で
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
３
４
１
０
に
接
続
す
る
。
幅
五
～
五
・
八
ｍ
、
検

出
面
か
ら
の
深
さ
約
一
ｍ
の
大
規
模
な
溝
。

木
簡
は
、
こ
れ
ま
で
に
計
二
八
一
六
点
（
う
ち
削
屑
二
四
五
九
点
）
出
土
し
て
い

る
。
宝
亀
お
よ
び
延
暦
の
年
紀
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
内
容
と
し
て
は
春
宮
坊
（
皇

太
子
は
山
部
親
王
か
）
・
皇
后
宮
職
（
桓
武
天
皇
の
皇
后
藤
原
乙
牟
漏
か
）
に
関
わ

る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
木
簡
の
他
に
、
鳥
形
硯
、
人
形
、
斎
串
、
桧
扇
も
出
土
し
て

お
り
、
墨
書
土
器
に
は
「
田
」「
西
」「
西
宅
」「
神
／
西
殿
子
」「
中
衛
」「
御
」「
酒
」

「
酒
司
」「
益
頭
」「
四
日
大
風
／

廿
七
」「
養
」
「
道
」
な
ど
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
１
０
５
５
０
（
平
城
宮
内
裏
北
外
郭
東
北
部
、
展
示
番
号

参
考
）

一
九
八
二
年

平
城
宮
東
部
の
東
大
溝
Ｓ
Ｄ
２
７
０
０
に
東
か
ら
注
ぐ
東
西
溝
。
幅
二
・
七
ｍ
、



( 17 )

深
さ
一
・
七
ｍ
の
素
掘
り
の
溝
。
木
簡
は
六
三
点
（
う
ち
削
屑
七
点
）
出
土
し
た
。

堆
積
土
は
上
下
二
層
あ
り
、
下
層
か
ら
は
天
平
元
年
（
七
二
九
）
と
天
平
六
年
（
七

三
四
）
の
紀
年
銘
木
簡
、
最
上
層
か
ら
は
天
応
元
年
（
七
八
一
）
銘
の
墨
書
土
器
（
参

考
）
も
出
土
し
て
い
る
。

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
）



( 18 )

【
木
簡
の
型
式
分
類
と
そ
の
説
明
】

〇
一
一
型
式

長
方
形
の
材
の
も
の

〇
一
五
型
式

長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の

〇
一
九
型
式

一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の

〇
二
一
型
式

小
型
矩
形
の
も
の

〇
二
二
型
式

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の

〇
三
一
型
式

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る

〇
三
二
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
三
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の

〇
三
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
四
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ

た
も
の

〇
四
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
り
、
残
り
の
部
分

の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
四
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端

は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
五
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

〇
五
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐

蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
六
一
型
式

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
六
五
型
式

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
八
一
型
式

折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の

〇
九
一
型
式

削
屑


